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神戸大学における

会計学の教育 と研究の系譜(前 身校篇)

一一神戸大学百年史の一齣 一…一

中 野 常 男

1.は じ め に

本稿の目的は,「神戸大学百年史」の一齣として,今 日の神戸大学大学院経

営学研究科(神 戸大学経営学部)の 礎を築 いた前身校,っ まり,1902年 に官

立第二番目の高等商業教育機関 として設立 された 「神戸高等商業學校」か ら,

「神戸商業大學」,さ らに,「神戸經濟大學」における会計学 の教育 と研究の系

譜を概略的に紹介することにある。

神戸高等商業学校以来の神戸大学大学院経営学研究科の前身校における会計

学の教育,特 にそのカリキュラムからは,当 初はもっぱら記録計算の技術体系

である 「簿記」の教育に傾注されていたものが,「會計學」の登場をみる中で,

「簿記」が広い意味での 「會計學」の知識体系の中に組み込まれていく一方で,

逆に,「原價計算」(ま たは 「原價會計」)や 「會計監査」(ま たは 「監査論」)

といった新 しい学科目が 「會計學」から分化されていく過程が見出される。

本稿では,こ のような 「簿記(學)」 か ら 「會計學」へ と展開されて いく過

程について,前 身校におけるカ リキュラムの変遷か ら跡づけるとともに,前 身

校において会計学関係の学科 目を担当 した教官の略歴と業績の概要を紹介する

ことにしたい。ただし,神 戸高等商業学校が設立 された1902年 か ら,新 制神
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戸大学に当時として全国唯一の 「経営学部」が創設 される1949年(大 学院経

営学研究科の設置は1953年)に 至るまでの約半世紀の間に活躍 した教官のす

べてについて記述することは困難であるので,こ の時期のわが国の会計学の教

育と研究を主導 したと考えられる東爽五郎,原 口亮平,平 井泰太郎,林 健二の

四教授を取 り上げ,そ の略歴 と,会 計学にかかわる業績の概要を紹介すること

にしよう。

II.会 計学の教育の歩み

II.1.前 史

今日の神戸大学大学院経営学研究科(神 戸大学経営学部)に おける会計学の

教育と研究の端緒は,わ が国の産業社会の発展を支える人材を育成することを

目的として,1902年3月 に神戸 ・筒井ケ丘の地 に設置 された神戸高等商業学

校(た だ し,開 校は1903年5月15日)に おけるそれにはじまる。

しか し,文 部省直轄による最初の商業学校が設置されたのは,神 戸高等商業

学校の設置に先立つ約17年 前の1885年9月 のことであった。今 日の一橋大学

の前身にあたる東京商業学校がそれである。

もっとも,東 京商業学校それ自体は,1875年 に森有禮が私財を投 じて創立

した私立の商法講習所をその前身としている。創立者の森 は,1871年 の文部

省創設以来,明 治政府の教育政策を形成 した中心人物の一人であ った。1872

年に明治政府が 「學制」を頒布 したとき,彼 はまだ26歳 であったが,文 部省

御用掛 として教育行政の一端を担っていた。 この1872年 の 「學制」 により,

近代的教育制度は一応整備 された。それは,小 学校 ・中学校等の国民義務教育

を中心 とするものであったが,中 学校の一種 として商業学校を 「商用二係ル事

ヲ教 フ」ために 「海内繁盛 ノ地 二就テ数所 ヲ設 ク」 ことも規定 していた。さら

に,翌1873年 には 「學制二編」を追加 して,そ の中に予科3年 ・本科2年 の
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商業 専 門学校 を設 け ることを定 めてい た。 しか し,義 務教育 と東京大学(1877

年 に法学 ・理学 ・文学 の三学部(東 京開成学校),医 学部(東 京 医学校),お

よび,予 備 門 とい う三 っの機構 の緩 い統合体 と して設立:帝 国大学か ら東京帝

国大学 を経 て,現 在 の東京大学 の前身)の 制度確立 のために忙殺 されて いた文

部省 は,商 業学校 の設置 を延 引 していた1。

そのため,森 は,ア メ リカ公使時代に面識 のあった,ニ ュージャージー州 ニュー

アー クで ブライ ア ン ト・ス トラッ トン ・ホイ トニー実業 専 門学 校(Bryant,

StrattonandWhitneyBusinessCollege)を 経 営 して い たWilliamC.

Whitneyを わ が国 に招 き2,文 部省直轄 の商業学 校の設立 を促進 しよ うと した。

しか し,文 部省 は時期 尚早 として これを受 け入 れなか った。 す なわ ち,明 治政

府 は教育制度 の確立 のために大 きな努 力を傾注 ・し,外 国文化の導入 と科学技術

の振興 を図 るために,莫 大 な教育投 資を行 った。外 国か ら多 くの学者 を招 き,

外 国に多 くの留学生 を送 り出 して いた。 しか も,こ れ らの教育投資については,

文部省御用掛 としての森 が中心にな って いた。 しか し,彼 で さえ,1875年 に,

Whitneyを 招 いて官立 の商業学校 を創設 す ることには失敗 した。 「士農工商 」

と称 して商人 を四民 の最下位 に置 き,商 業 を軽侮 したかっての思想 が当時 の文

部省に も色 濃 く残 ってお り,簿 記や商業 に学 問的意 義を認 めるまで には至 って

いなか ったのであ る3。

1)西 川(1971),303-304頁;黒 澤(1982),17-18頁;黒 澤(1990),102頁;『 東 京 大 学

百 年 史 』(1984),407頁;『 凌 霜 七 十 年 史 』(1986),19-22頁 。

2)Whitneyが 来 日す る まで ニ ュ ー ア ー クで 経 営 して い た ブ ラ イ ア ン ト 。ス トラ ッ ト

ン ・ホ イ トニ ー 実 業 専 門 学 校 は,1856年 に,HenryB .BryantとHenryD.

Strattonが シカ ゴに 設 立 した ブ ラ イ ア ン ト ・ス トラ ッ トン実 業 専 門 学 校(Bryant

andStrattonBusinessCollege)が 母 体 と な り,ア メ リ カ東 部 諸 州 か ら全 米 主 要

都 市,さ らに,カ ナ ダに まで 展 開 され て,50校 以 上 の 連鎖 校 か らな る国 際的 な 実 業 専

門 学校 群 の一 っ で あ った 。 連 鎖 組 織 内 の 各 学 校 は そ れ ぞ れ 独 立 しな が ら,学 科 目 や 教

科 書 は 共 通 と し て 各 学 校 間 で の 学 生 の 転 校 を 自 由 に 認 め て い た と い わ れ る(西 川

(1971),296頁)。

3)黒 澤(1982),19頁;黒 澤(1990),117-118頁,120-121頁 。/
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やむな く,森 は,1875年9月 に私立学校 として商法講習所 を設立 し,東 京

府知事大久保一翁や,澁 澤榮一その他と協議 して,東 京会議所が雇主 となって

Whitneyを 雇い入れ,彼 を商法講習所に貸与するという形で簿記および商業

教育に従事 させることにした(な お,東 京会議所 とは江戸の庶民の共有金保有

機関であり,当 時,澁 澤や大倉喜八郎等が代表者であった。この東京会議所が,

Whitneyの 給料 として年2,500円 を負担するとともに,別 に年500円 を商法講

習所に支出することとされた)。 また,福 澤諭吉と箕作秋坪の2名 が,相 議者

という名 目で,東 京会議所に対 して森 とともに共同の責任者となったのである。

開設当初の商法講習所では,教 科書 はすべて英文の原書であり,教 授 はいっさ

い英語で行われた。その意味で,わ が国における最初の商業学校 はmの 外国

語学校でもあった4。

もっとも,商 法講習所は,1875年11月 に森が特命全権公使 として清国に赴

くにあたり,東 京会議所に寄付 されるところとなり,設 立後間もないうちに創

＼ ただ し,文 部省の官吏 であ った小林儀秀 は,上 司 に命 じられてアメ リカの

ChristopherC.MarshのACourseofPracticeinSingleEntry:..

beeping(1871)を 翻訳 して 『馬耳蘇氏記簿法(一 ・二)』(1875年)を,ま た,同 じ

MarshのTheScienceofZ)oubleEntryBook-heeping(1871)を 翻 訳して 『馬

耳蘇氏複式記簿法(上 ・中 ・下)』(1876年)を 出版 している。 これらの簿記書 は,文

部省が1872年 に頒布 した 「學制」の下で,「 記簿法」が小学校 ・中学校における学科

目として取り入れ られたことに対応した学校用教科書(国 定教科書)と して刊行 され,

かつ,学 校制度の発展に伴 って明治後期にまで大きな影響を及ぼしたといわれる。後

述するAlexanderA.Shandの 『銀行簿記精法』と福澤諭吉の 「帳合之法』が明

治期における簿記 ・会計教育の二っの流れを形成 したとするならば,文 部省による簿

記教科書の刊行は,そ の第三の流れを形成 したとい うこともできるであろう.(黒 澤

(1982),15頁;黒 澤(1990),117頁)。

なお,文 部省による学校教育 と明治初期簿記書 の詳細 については,西 川(1971)

(第八話)を 参照されたい。

4)西 川(1971),304-306頁 。

商法講習所創立時の教授科 目は,以 下に掲げるとおりであった。すなわち,

本 科:ブ ライヤント氏 ・ス トラッ トン氏帳合法(略 式 ・本式),ウ ヰ ラン ド氏

経済書,商 法律書,ブ ライヤント氏 ・ス トラットン氏商用算術,ス ペン

シリヤ ン流習字

予備科:ク ッケンボス英文典,ブ ヱータル算術,ケ イヘル商法通信作文,語 学,

綴字/
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立者である森の手を離れて東京会議所の所管 に移 り,さ らに翌1876年5月 に

は東京会議所か ら東京府の直轄に移 っている(そ の後,商 法講習所の名前には

東京の二字が冠され,東 京商法講習所 と改称 されることになる)5。

商法講習所は設立の当初か らはなはだしい財政難であり,そ の存続さえ問題

になっていた。1878年5月 には,Whitneyで す ら経費節減を理 由に契約期間

(5年)の 途中で解雇されている。その後 も講習所にはいろいろな波乱が重なっ

たが,と もかく1884年 まで存続 し,同 年3月 にそれは農商務省の直轄 とな り,

東京商業学校と改称された。 さらに,翌1885年5月 には農商務省か ら移・って

文部省の所管 となった。文部省は,こ れより先の1884年3月 に直轄の東京外

国語学校内に附属高等商業学校を設置し,1885年9月 にこれを先 の東京商業

学校に吸収合併 した。名称 は東京商業学校を継承 し,校 舎はその後身大学の名

称 ともなる神田 ・一 ッ橋に移 り,森 がその監督にあたった。この年に,伊 藤博

文内閣の文部大臣に森が任命 されたのである6。

それまで簿記 ・会計の教育 は,官 設 ・私設のさまざまな機関で行われてきた。

その一つの流れは,明 治政府,特 に大蔵省を主体 とした簿記教育,特 に銀行

＼ そこで使用された教科書はすべて原書であり,簿 記につ いてはH.B.Bryant,

H.D.StarttonandS.S.Packard,BryantandStratton'sCommonSchool

Book-beeping(1861)が 用 いられた(こ れは福澤諭吉の 『帳合之法』の原書であり,

訳語も 『帳合之法』に倣ったようである)。福澤は,本 文で も述べたように,商 法講

習所の開設にも助力 してお り,慶 應義塾からの転学者 もあったくらいなので,商 法講

習所と慶応義塾との間には密接な関係があったものと考え られる(西 川(1971),317

頁;『 一橋大学学制史資料』(1982a),7-8頁)。

なお,Whitneyと 商法講習所の詳細にっいては,西 川(1971)(第 九 話)を 参照 さ

れたい。

5)西 川(1971),307-308頁 。

6)西 川(1971),308,344頁;黒 澤(1982),19頁;黒 澤(1990),121頁;『 一橋大学百

年史』(1985),121頁 。

この1885年 に設立された文部省直轄の東京商業学校に最初に入学 した水島鐵也(後

に高等商業学校教授から神戸高等商業学校校長),東 爽五郎(後 に高等商業学校教授

か ら神戸高等商業学校教授),下 野直太郎(後 に高等商業学校教授か ら,東 京海上火

災保険会社副支配人を経て,東 京商科大学教授),各 務謙吉(後 に東京海上火災保険
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簿記の教育である。

1872年 に制定 ・公布された国立銀行条例に基づいて,1873年8月 に発券銀

行である株式会社第一国立銀行(現 在の第一勧業銀行の前身)が 営業を開始 し

たが,こ の第一国立銀行の業務と会計の運営 に資す るために,明 治政府 は,

1872年8月 にイギ リス人AlexanderA,Shandを 大蔵省紙幣寮に雇 い入れ,

銀行簿記の立案 と執筆 にあたらせた。1873年 のはじめには英文による原稿が

完成 し,同 年12月 に大蔵省か ら 『銀行簿記精法』(全5巻)が 出版 されている。

ただし,そ の翻訳 は同年8月 には完成 していたので,開 業 した第一国立銀行の

会計実務は,『銀行簿記精法』 に記述されたシステム,い わゆ るシャンド。シ

ステムに準拠 して施行された7。

その後,第 一国立銀行に引き続 き,全 国各地に百数十行に上る国立銀行が設

立 されるに至 り,銀 行経営および銀行簿記の知識を持っ者を多数養成する必要

に迫 られた明治政府は,1874年 に,大 蔵省紙幣寮に銀行学局を新設 し,Shand

の銀行簿記をテキス トとして簿記教育を実施 した。 この銀行学局 は2年 後 に廃

止されたが,そ れに代わって銀行学伝習所 が設置 され,1879年 まで銀行簿記

等に関する教育を実施 した。同年に銀行学伝習所は組織変更 され,私 設の銀行

学伝習所となったが,1882年 には銀行局直轄の銀行事務講習所が開設され,

教育事業を継続 した。 この銀行事務講習所 は,1886年 に文部省 に移管され,

先に言及 した東京商業学校の附属銀行専修科に改め られた。政府直轄学校を文

部省所管に統一することになったからである。 このような多年にわたるシャン

ド式簿記法の教育の結果,こ のシステムは,全 国各地に設立された多数の国立

銀行の経営ばかりでな く,日 本的伝票式簿記の源泉となることにより,明 治中

会 社 社 長)が,卒 業 後 約30年 を 経 た1917年 に 「日本 會 計 學 會 」 を 創 設 し,日 本 に お

け る会 計 学 の発 展 に 大 き く貢 献 す る こ とに な る(黒 澤(1990),119-121頁)。

7)黒 澤(1990),3,6-8頁 。

な お,シ ャ ン ド ・シ ス テ ム の詳 細 に っ い て は,黒 澤(1990)(第 一 編 第 一 章 ・第 二

章)を 参 照 さ れ た い 。
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期 以 降 の工業化 の進展 に伴 って多 くの商工業経 営 にも浸透す るに至 った といわ

れる8。

もう一っ の流れ は,福 澤諭吉 の 『帳合之 法』 を源流 とす る,民 間の簿記学校

における簿記教育で ある。

Shandの 『銀行 簿記 精法』 に雁行 して,福 澤諭吉 の 『帳合 之法 』 が慶 応義

塾 か ら出版 され た。 これ は,当 時 のアメ リカにお ける代表 的な実業専 門学校 で

あ った連鎖 組織 の ブ ライ ア ン ト ・ス トラッ トン実業 専 門学 校(Bryantand

StrattonBusinessCollege:先 に言 及 したWhitneyの 経 営 に よ るブ ライア

ン ト・ス トラッ トン ・ホイ トニー実業専 門学校 もその連鎖校 の一 っであ った)

で初級者向 けに用 い られ た教 科 書BryantandStratton'sCommonSchool

Book-heeping(1861)の 邦 訳書 であ った。 『帳合之法』 は,初 編2冊,二 編2

冊,計4分 冊か ら構成 されている。 その うち,初 編 は1873年6月 に公刊 されて

お り,洋 式簿記 をわが国 に紹介 ・導入 しよ うと した最初 の文献 とな ってい る。

ただ し,初 編 は原書 の単式簿記(略 式)の 解説部分 を邦訳 した ものであ り,複

式簿記(本 式)を 解説 した二編 は翌1874年6月 の出版 となるので,複 式簿記 の

解説文献 と して はShandの 『銀行簿記 精法』がわが国 で最初 の もの とな る9。

福澤 は,1873年6月,こ の 『帳合之法』 の出版 と同時 に,東 京 ・日本橋 にお

いて帳合稽古 を開始 した。 同年11月 に は慶応義塾 大 阪分 校,翌 年3月 には京

で

8)黒 澤(1982),12-14頁;黒 澤(1990),4,12-13,115頁 。

シャンド・システムは,銀 行会計で採用されたばか りでなく,商 工業 を営む多数の

の会社企業においてもこれを採用するものが少な くなかった。すなわち,銀 行業に個

有の勘定科目や帳簿組織の代わりに,商 工業に適合するそれ らを工夫することによっ

て,シ ャンド・システムは銀行以外の企業にとっても適用可能なものとなった。特に

その特徴を構成する伝票システムと仕訳 日記帳からなる主要簿の体系は,銀 行業以外

の商工業に応用されることによって,日 本固有の伝票式簿記を形成するのである(黒

澤(1990),68頁)。

なお,Shandと 大蔵省の銀行簿記教育の詳細 については,西 川(1971)(第 五話 ・

第六話)を 参照されたい。

9)黒 澤(1982),2頁;黒 澤(1990),314頁 。/
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都分校においてそれぞれ簿記教授を行 っている。福澤はまた,既 述のように,

1875年9月 に商法講習所が設立され るにあた り相議者の一人 として助力 して

いるが,さ らに,1878年1月 に商法講習所に次 いで神戸商業講習所が設立さ

れるとき,あ るいは,同 年3月 に 「商業学校」 という名称をわが国ではじめて

冠 した三菱商業学校が設立 されるときにも助力 しており,神 戸商業講習所では

所長甲斐織衛以下教員の多数が,同 様に,三 菱商業学校で も校長森下岩楠以下

教員の多数が慶応義塾か ら供給 されていた10。

この頃から,民 間における簿記教授が流行 しは じめたようであり,1877年

には東京府下の私立学校967校 中に簿記を科 目に掲げているところは1校 もな

か ったのに対 して,1880年 には東京の私立学校1,063校 中に簿記 を教授すると

＼ なお,福 澤諭吉 と簿記教育の詳細にっいては,西 川(1971),(第 七 話,お よび,

第十話 ・第十一話)を 参照 されたい。 また,『 帳合之法』の詳細にっいては,黒 澤

(1990)(第 一編第三章)を 参照されたい。

10)西 川(1971),229,374,382頁 。

なお,商 法講習所に次いで,1878年 に,一 般内国商業に必須の知識を教授する目的

をもって,神 戸商業講習所(正 科と夜学科)が 設立される(1886年 に兵庫県立神戸商

業学校 に改称)。 これは,兵 庫県立であったが,福 澤諭吉の助力と準備 により実現 し

たものといわれ,所 長甲斐織衛以下の教師も慶応義塾から供給されていた。

この神戸商業講習所(正 科)で は,教 科は次の5項 に分けられていた。すなわち,

一 、素讀講義及暗記 一 地理,商 業用理化學,器 械學,電 信機図解,天 然物産

書,經 濟學,商 業要件録,郵 便規則,銀 行論,諸 製造書,海 陸運輸規則

二、算術 一 加減乗除,諸 等級,比 例,利 息算,平 均法,損 益法,利 益分配及

放銀法,容 積法,商 業用早算,重 利及年賦金法等

三、習字作文及書取 一 地名,商 品名,商 人往復文,証 書,手 形,送 状,願 届

其他商売二關スル書式

四、帳合法一 兵庫港仕来 リ諸帳合,略 式帳合法,本 式帳合法,銀 行簿記精法

五、實地演習～ 模擬實習

上掲 した教科の概要,特 に会計学に関係する 「四、帳合法」の内容をみれば明 らか

なように,神 戸商業講習所では,洋 式の単式簿記(略 式),複 式 簿記(本 式),お よび,

その応用 としての銀行簿記(銀 行簿記精法(=シ ャンド式簿記))に 加えて,「 兵庫港

仕来 リ諸帳合」を教授 しており,洋 式商業教育を目的とした商法講習所 と比べて,地

元色豊かな教育方針が採 られていた。後年,高 等商業学校教授を経て,神 戸高等商業

学校の初代校長の任に就 く水島鐵也教授 も,1884年 に,こ の兵庫県立神戸商業講習所

を卒業 した後に,先 に述べた東京商業学校(高 等商業学校)に 進まれている(西 川

(1971),373頁;西 川(1978),135頁;「 一橋大学学制史資料」(1982a),5,8頁)。
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ころが26か 所,1890年 には50に 近い簿記学校が存在 したといわれ る。民間の

簿記学校は徐々にその数を増 していき,明 治10年 代末か ら20年 代半ばにかけ

ては簿記学校時代 ともいうべきブームが発生 し,こ れと符合するかのように多

数の簿記解説書が出版されている11。

しか し,先 の東京商業学校の開設以降,簿 記教育の中心は,文 部省直轄の商

業学校に移行する。すなわち,1887年 に東京商業学校 は高等商業学校に格上

げされる。 この一ッ橋の高等商業学校(同 校 は,1902年3月 に 「第二高等商

業學校」が設置され,こ れが同年4月 から 「神戸高等商業學校」 と称されるに

伴い,「東京高等商業學校」に改称される)を はじめとして,神 戸,山 口,長

崎,小 樽などの地に逐次高等商業学校が設立 されるに至って,会 計学の教育の

中心は文部省直轄の高等商業学校に移行す るめである12。他方,中 小企業のた

めの私設の簿記学校 も全国的に設立されており,比 較的程度の高い簿記教育 と,

程度の低い実用向けの簿記教育とが並行 して行われるようになった13。

II.2.神 戸高等商業学校

神戸高等商業学校 は,既 述のように,官 立第二番 目の高等商業教育機関とし

て,1902年3月 に,予 科1年 ・本科3年 という四年制の高等商業学校 として

設立されている。当時の学校制度では,中 学校から高等学校,さ らに,大 学へ

とっながる系統が正系 とされ,商 業学校などは傍系 と位置づけられたために,

11)西 川(1971),383-389頁 。

12)な お,官 立第二高等商業学校の開設にあたっては,神 戸市 と大阪市 との間で激 し

い誘致運動が繰 り広げられたが,最 終的には1900年1月 の衆議院本会議 における採決

の結果,わ ずか1票 差で神戸市に設置されることが決定された。 このため,大 阪市は

自力で高等商業学校を設置する途を選ぶ ことになり,そ れまでの市立大阪商業学校を

改組 ・昇格させて,神 戸高等商業学校の開校に先立つ1901年4月 にわが国最初の公立

商業専門学校である市立大阪高等商業学校(1919年2月 に大阪市立高等商業学校に改

称)を 設立 した(「 凌霜七十年史』(1986),77-80頁;『 大阪市立大学百年史』

(1987a),77-78頁)。

13)黒 澤(1990),118頁 。
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それ自体が完結教育とみなされて,卒 業者が上級学校へ進む道 は閉ざされてい

た。そこで,神 戸高等商業学校では,そ の設立にあたり範 とした東京高等商業

学校と異なり,商 業学校卒業者に対 して高等(商 業)教 育の門戸を開 くために

予科二部制を導入 している。すなわち,予 科を第一部 と第二部 とに分け,第 一

部にっいては中学校卒業者 を対象 とするが,第 二部については商業学校卒業者

を対象として別々に入学試験を実施 している。そ して,入 学後の予科の教科課

程においても,第 一部については一般科 目に加えて特に簿記や商業算術等の商

業科目に重点を置 くのに対 し,第 二部にっいては代数 ・幾何 。物理 ・化学等の

基礎科 目に重点を置いて学ばせるものとされている14。

以下に掲げる[資 料1]は,神 戸高等商業学校における会計学関係の学科目

とその担当教官を年度別に一覧表示 したものである。

〔資料1〕 神戸高等商業学校における会計学関係の学科目と担当教官の年度別一覧

＼ 簿 記 會 計 学 英 文 簿 記 原 價 計 算 會 計 監 査(選擇科 目)

1903年 度 東 爽五郎
(竹内正太郎)

1904年 度
東 爽五郎
マーシャル

(竹内正太郎)

1905年 度
東 爽五郎
サーゼ ント

1906年 度 東 爽五郎

1907年 度
東 爽五郎
(奥居 彦松)

1908年 度 井浦仙太郎

1909年 度
井浦仙太郎
ス ミス

1910年 度
東 爽五郎
ス ミス

1911年 度
東 萸五郎
ス ミス 東 爽五郎

1912年 度 東 爽五郎
ス ミス 東 爽五郎

14)『 筒 臺 廿 五 年 史』(1928),附 録4頁;『 凌 霜 五 十 年 』(1954),34,45-46頁;「 凌 霜 七

十 年 史 』(1986),81-82,91-93頁 。/
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＼ 簿 記 會 計 学 英 文 簿 記 原 價 計 算 會 計 監 査(選擇科目)

1913年 度 東 爽五郎
ス ミス 東 爽五郎

、

1914年 度 東 爽五郎
シムス 東 爽五郎

1915年 度
東 爽五郎
ス ミス 東 爽五郎

1916年 度 原口 亮平
ス ミス 原口 亮平

1917年 度
堀内 泰吉
スミス 原口 亮平

1918年 度

堀 内 泰 吉
ス ミス

シ ョー
原口 亮平

1919年 度

須 藤 文 吉
ス ミス

シ ョー
原口 亮平

1920年 度
須 藤 文 吉
シ ョー
バ ッテ イ ク

原囗 亮平

1921年 度
須藤 文吉
バ ッテイク 原口 亮平

1922年 度 須藤 文吉
バ ッテイク 原□ 亮平

1923年 度 須藤 文吉
テーラー 原口 亮平

1924年 度 須藤 文吉
クラッパー

原囗 亮平

1925年 度 須藤 文吉 原口 亮平 ベー ブイール ド ベーブ イール ド ベー ブイール ド

1926年 度 林 健二 原口 亮平 べ一 ブイール ド べ一ブ イール ド べ一ブ イール ド

1927年 度 林 健二 原口 亮平 べ一 ブイール ド ベーフ イール ド ベーブ イール ド

1928年 度 岡本 眞一 原口 亮平 べ一 ブイール ド べ一ブ イール ド ベーブイール ド

(注1)上 掲の表 は,以 下 の資料 に基 づいて作成 した。

『神戸高等商業學校一覧』

1902年 度～1926年 度,お よび,1928年 度

『神戸高等商業學校授業要 目』

1925年 度～1928年 度

(注2)「 簿記」の担当教官の うち,そ の名前 に()を 付 した竹 内正太郎講 師 と奥居彦松講師

につ いて は,『神戸高等 商業學校一 覧』 によれば その担 当科 目が 「簿記授業 補助 」 とされ

てい る。

(注3)1925年 度の 「英文簿記」,「原價計算」,「會 計監 査」の担当教官 にっいては,『 神戸 高等 商

業學校教授要 目』で はクラ ッパ ー講師 とな ってい るのに対 して,『 神戸高等商 業學 校一 覧』

で はべ ーフィール ド講師 になっており,記 載 内容が一 致 しないが,上 掲 の表 では,印 刷 ・発

行の時点がよ り新 しい 『神戸高等商業學校一 覧』の記 載内容 に従 っておいた。
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開校当時,つ まり,1903年2月 制定の 『神戸高等業學校規則』 によれば,

会計学に関係す る学科 目は,予 科 ・本科 ともに 「簿記」 のみである15。

当時の 「簿記」の主たる担当教官は,神 戸高等商業学校の開校とともに東京

丶 なお,本 文中で も記 したように,東 京高等商業学校 と神戸高等商業学校の修業年

限が予科1年 ・本科3年 の四年制であったのに対 して,こ れら両校に続き,山 口,長

崎,小 樽,名 古屋,福 島,大 分等に逐次設立された官立の高等商業学校 はいずれも三

年制であった。

また,東 京高等商業学校が中学校卒業者と商業学校卒業者 とを区別せず,中 学校卒

業程度により同一の学科目にっいて入学試験を実施 したのに対 して,神 戸高等商業学

校では,本 文中でも述べたように,中 学校卒業者と商業学校卒業者 とを区別 し,商 業

学校卒業者には商業学校卒業程度により入学試験を別途実施 している。 このよ うな商

業学校卒業者に対 して高等(商 業)教 育の門戸を開くべ く,入 学試験にあたり商業学

校卒業者に対 して特別の取扱いを行 うという神戸高等商業学校の方式は,こ れ以後に

各地に設立される官公立高等商業学校に受 け継がれることになる。

15)1903年 度制定の 『神戸高等商業學校規則』にしたがって,神 戸高等商業学校の開

校当時における会計学関係の学科目の年次配当と毎週授業時数を示せば,以 下 に掲 げ

るとおりである。

表1神 戸高等商業学校規則(1903年 度)に よる会計学関係の学科目等

＼ 予 科 本 科

第一部 第二部 第一年 第二年 第三年

簿 記 5 3 2

(数字は毎週の授業時数を示す)

ただ し,会 計学関係の学科 目が 「簿記」のみという状況は,神 戸高等商業学校 がそ

の設立にあたり範とした高等商業学校(1902年 に東京高等商業学校に改称)で も同様

であり,例 えば,東 京高等商業学校の1903年 度改正の 「擧科課程表』にしたがって,

会計学関係の学科目の年次配当と毎週授業時数を示せば,以 下に掲げるとおりである

(『一橋大学学制史資料』(1982a),21-22頁)。

表2東 京高等商業学校学科課程表(1903年 度)に よる会計学関係の学科目等

＼ 予 科
本 科

第一年 第二年 第三年

簿 記 3 2 2 1

(数字は毎週の授業時数を示す)

また,市 立大阪高等商業学校でも状況は同様であり,会 計学関係の学科目は 「簿記」

のみ,し かも,そ れは本科だけに設けられ,予 科には開設されていない。1901年 制 定

の 『市立大阪高等商業学校規則』にしたが って,会 計学関係の学科目の年次配当 と/
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高等商業学校か ら移籍された東爽五郎教授であった(た だし,東 教授が海外出

張の期間中は井浦仙太郎教授が 「簿記」を担当 した)。

さらに,こ の当時の簿記教育の特徴 として,1903年 度,お よび,1906年 度

～1908年 度を除き,RoySmith講 師その他の外国人教師による講義が継続 し

て行われていたことが挙げられる。『神戸高等商業學校一覧』 では特定の外国

人教師の担当科目として 「簿記」が掲げられているにとどまり,外 国人教師が

担当 した 「簿記」の講義内容の詳細にっいては明 らかでない。ただし,後 述す

るように,神 戸商業大学への昇格を前にした1925年 度 に行われた 『神戸高等

商業學校規則』の改正に伴って学科目の充実が図 られたとき,会 計学関係では

「英文簿記」が 「原價計算」や 「會計監査」とともに新設 され,し か も,「英文

簿記」の担当者 として外国人教師が充て られていること,そ して,前 年度まで

特定の外国人教師の担当科目として 「簿記」が掲げ られていたものが当該年度

以降は掲げられな くなることなどか らみて,従 来から外国人教師により担当さ

れていた 「簿記」は,学 科目として特に 「英文簿記」 とは表記されていないも

のの,実 質的に 「英文簿記」が講 じられていたものと考え られる。

そして,1911年 度に至り,「簿記」 と並んで,よ うやく 「會計學」の講義が

開設される16。当初の担当教官は東教授であり,東 教授が職業会計人 に転身 さ

＼毎週授業時数 を示せば,以 下 に掲げるとおりであ る(『 大阪市立大学百年史』

(1987a),79頁;『 大阪市立大学百年史』(1987b),938頁)。

表3市 立大阪高等商業学校規則(1901年 度)に よる会計学関係の学科目等

＼ 予 科
本 科

第一年級 第二年級 第三年級

簿 記
2
商店簿記

2
銀行簿記
會社簿記

3
會社簿記
官庁簿記

(数字 は毎週の授業時数を示す)

16)1911年 度 に 「會計學」が開講 されるようになった時点での,神 戸高等商業学校 に

おける会計学関係の学科 目の年次配当と毎週授業時数を示せば,次 頁に掲 げるとお/
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れるために1916年9月 に退官 されてか らは,1908年 に神戸高等商業学校着任

以来もっぱら 「商業算術」を講義 していた原口亮平教授にその担当が代わる。

＼ りで あ る。

表4神 戸高等商業学校規則(1911年 度)に よる会計学関係の学科目等

＼
予 科 本 科

第一部 第二部 第一年 第二年 第三年

簿 記 5

、

・3 2

會 計 學

(数字 は毎週の授業時数を示す)

神戸高等商業学校では,1911年 度 から 「會計學」が開設されるようになるが,そ れ

は,東 京高等商業学校における 「計理學」の開設よりも先行 してのことであった。す

なわち,東 京高等商業学校では,1915年 度に学制の改編が行われ,会 計学関係の学科

目についても,予 科に 「商業簿記」,本 科に 「銀行簿記」,「英文簿記」,「計理學」が

開設される(た だし,東 京高等商業学校の専攻部(1897年 度に設置,1898年 度か ら修

業年限を2年 に延長)で は,1910年 度改正の 「専攻部學科課程表』の専修科 目に 「計

理科」,ま た,学 科に 「計理學」(第 二年又は第三年,帳 簿及計算の設定並に監査)の

開設を既に見出す ことができる)(『 一橋大学学制史資料』(1982a),23-24,29-30頁;

『一橋大学百年史』(1985),384,388,413頁)。

なお,1916年 度改正の 『學科課程表」にしたがって,東 京高等商業学校における会

計学関係の学科目の年次配当,毎 週授業時数,お よび,教 授要旨を示せば,以 下 に掲

げるとおりである(『一橋大学学制史資料』(1982b),27-28頁)。

表5東 京高等商業学校学科課程表(1916年 度)に よる会計学関係の学科目等

＼ 予科
本 科

教 授 要 旨
第一年 第二年 第三年

商業簿記 3

一
、原理,總 論,取 引,貸 借,勘 定科目,

帳簿

二、應用,一 個人ノ會計,商 事會社ノ會計

銀行簿記 2
日記 帳,勘 定科 目,當 座勘定,貸 出勘定,

為替勘定,手 形交換,準 備金問題

英文簿記 z 例題演習,英 書購讀

計 理 學 1
總論,元 價計算,各 種事業ノ計算,

資産負債損失利益ノ区別

(数字は毎週の授業時数を示す)/
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もっとも,原 口教授が東教授 と同様に 「簿記」 と 「會計學」の双方を担当した

のは1916年 度のみであり,そ れ以後,原 口教授は1928年 度 に至 るまで 「會計

學」を一貫 して担当 したが,「簿記」にっいては堀内泰吉講師 を経 て,1919年

度から1925年 度までは須藤文吉教授が,そ の後は林健二教授や岡本眞一講師

が大学昇格直前の年度まで担当している。

さらに,先 に述べたように,神 戸高等商業学校時代 も終わ りに近 い1925年

度に 『神戸高等商業學校規則』が改正 され,し従来の 「簿記」 と 「會計學」に加

えて,「英文簿記」,「原價計算」,「會計監査」(選 択科目)が 新たに追加されて

いる17。しか も,こ れ ら新規開講の三科 目の担当者にっいては,イ ギ リスから

勅許会計士の資格を有する実務家が招かれ,こ れ らの科目ではおそらく英語に

＼ わが国で 「會計學」という語を冠 した最初の書物は,ア メ リカにおいて書名に
"Accounting"と い う語を用いた最初 の書物 であ るH

enryR.Hatfieldの

ModernAccounting(1909)を 祖述する形で,1910年 に出版された吉田良三の 『會

計學』である。ただ し,こ の"Accounting"と い う語の邦訳をあぐっては,「會計學」

を主張するものと,「計理學」を妥当とするものとに分かれた。神戸高等商業学校で

は前者に拠って学科目の名称を 「會計學」 としたのに対 して,東 京高等商業学校では

該当科目を開設の当初に担当 した鹿野清次郎教授が後者を強 く主張 したこともあって,

「計理學」が採用された。かかる 「計理學」 という学科 目名 は東京商科大学へ昇格 し

た後も維持され(た だ し,東 京商科大学当時の学科目名は 「計理」に改称),「 會計學」

という学科目名が本格的に用いられるのは1946年 度以降のことである(な お,1909年

度 に帝国大学法科大学に商業学科が設置 され たとき,会 計学関係の学科 目としては

「計算學」(翌1910年 度には 「簿記計算學」と改称)の みが設けられたが,1919年 度 に

経済学部が独立 したときの商業学科の 『學科課程』では,「 會計學」(必 修科 目)(お

よび,「 工業簿記」と 「銀行簿記」(い ずれ も選択科目))が 設 けられてお り,現 在の

東京大学経済学部の前身校では比較的早い段階から 「會計學」という学科 目名が用 い

られている)(『一橋大学学制史資料』(1982a),7-8,41-43頁;『 一橋大学学制史資料』

(1991),2-4,28-29,54,58-59,80-81,130頁;『 一橋大学百年史」(1985),458頁;

「東京大学百年史』(1985),401-402,809-813頁)。

なお,「會計學」か 「計理學」かをあ ぐる論争については,例 えば,黒 澤(1982),

42-47頁;黒 澤(1990)(第 二編第一章(一)・(二))を 参照されたい(鹿 野(1916);

中村(1916);下 野(1917)も 併せて参照されたい)。

17)1925年 度改正の 『神戸高等商業學校規則』 に基づ く学科 目は,1903年 度 制定の

『神戸高等商業學校規則』によるそれと比較 して大幅に拡充 ・細分化 されている。

すなわち,本 科に限 ってみても,1903年 度制定の 『規則』によれば,「商業道徳」,/
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よる講義が行われたものと考えられる。

なお,匚資料2](pp.87-90)は,1925年 度に改正 された 『神戸高等商業學校

規則』に基づき,会 計学関係の学科 目の講義内容について,当 該年度の 『教授

要目』から抜粋 して示 したものである18。

＼「商業文」,「商業算術」,「商業地理」,「商業史」,「商品學」,「經濟學」,「財政學」,

「統計學」,「民法商法」,「破産法」,「国際法」,「商業學」,「商業實践」,「簿記」,「英 ・

語」,「清,佛,獨 語ノ内一語」,「體操」 の18科 目であったものが,1925年 度改正の

『規則』によれば,「商業道徳」,「貿易實務」,「銀行及金融」,「外國爲替」,「交通」,

「保險」,「海上貿易」,「取引所」,「倉庫及市場」,「經營學」,「英文簿記」,「會計學」,

「原價計算」,「經濟原論」,「貨幣論」,「商業政策」,「工業政策」,「財政學」,「經濟史」,

「統計學」,「民法」,「商法」,「破産法」,「國際法」,「商業文」,「商業數學」,「經濟地

理」,「商品學」,「英語」(譯 讀 ・和文英譯 ・商業文 ・會話),「 外國書購讀」,「研究指

導」,「體操」の32科 目,さ らに加えて,選 択科 目が,「 第二外國語」,「英文解釋」,

「英作文」,「生命保險」,「海事」,「共同海損」,「廣告」,「會計監査」,「國際經濟」,

「經濟問題」,「殖民政策」,「社會問題」,「經濟學史」,「經濟統計」,「外國經濟事情」,

「英米法」,「憲法及行政法」,「親族法及相續法」,「商工心理」,「機械概論」の20科 目,

計52科 目が設 けられている(ま た,「 第二外國語」については,「支那語,佛 蘭西語,

獨逸語,露 西亞語,葡 萄牙語,西 班牙語 トシ其ノー ヲ選修セシム」とされ,こ れ も従

来の三か国語から六か国語に選択の範囲が拡大されている)。

18)1925年 度改正の 『神戸高等商業學校規則』にしたがって,神 戸高等商業学校の会

計学関係の学科 目の年次配当と毎週授業時数を示せば,以 下に掲げるとおりである。

表6神 戸高等商業学校規則(1925年 度)に よる会計学関係の学科目等

＼ 予 科 本 科
備 考

第一部 第二部 第一年 第二年 第三年

簿 記 5

英文簿記 1

會 計 學 2

原價計算 2

會計監査 2 選択科目

(数字は毎週の授業時数を示す)
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〔資料2〕 神戸高等商業学校における会計学関係の学科目の講義内容

一1925年 度 『教授要目』からの抜粋 一

簿 記

豫科第一部 毎週五時間

須 藤 教 授

第一學期 商業簿記

第一 商業簿記
一
、總 論 一 財政記録ノ方法、簿記ノ必要、財政一覧表、財産、帳簿の必要

二、取 引 一 意義、種別、取引例解

三、單式簿記 一 帳簿及記入法、決算法略説

四、複式簿記 一 特長、単式 トノ比較

(1)勘 定科目ノ性質 一 分類(實 際勘定 ト名目勘定)、 混合勘定、 商品勘定 ノ

分割、手形勘定 ・

(2)仕 譯 一 借方貸方ノ平衡、仕譯例解

(3)主 要簿 ト補助簿 一 日記(仕 譯)帳 及(總 勘定)元 帳ノ性質及雛型、兩

帳記入法、現金出納帳、商品賣買帳、手形帳等

(4)試 算表ノ性質 一 種別(残 高試算表及合計試算表等)、 帳尻ノ見方、勘定

調整(決 算)ト ノ關係表示法

(5)決 算 ノ目的一 手繽、商品ノ棚卸、勘定調整仕譯、損益仕譯、勘定締切、

英米式 ト歐大式、略式

(6)帳 簿分化 一 帳簿組織ノー班、日記(仕 譯)帳 ノ分化(現 金預金出納帳、

商品仕入帳、同賣上帳等 ヲ主要簿 トシテ)、元帳 ノ分化(得 意先元帳、

仕入先元帳及總勘定元帳)、 整理勘定 ト統轄勘定

(7)決 算表 損益表、貸借對照表、財産目録

五、例題記帳演習竝二應用問題解説

第二學期 銀行簿記
一
、銀行 ノ主要業務 ト部門會計ノ略説

二、業務分掌 ト所屬帳簿

三、勘定科 目ノ種別、會社會計ノー班

四、傳票及現金仕譯法

五、業務取扱法略説(現 金、貸付、割引、爲替竝二手形交換等)

六、帳簿及記入法

(1)預 金課ノ帳簿一 當座預金元帳、同残高表、各預金記入帳等

(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

貸出課ノ帳簿一 貸付及割引元帳、各貸出金記入帳、期日帳等
爲替課ノ帳簿一 他店勘定元帳、支店勘定元帳等
現金課ノ帳簿一 現金出納帳(収 納帳及支拂帳)、他店手形記入帳等
計算課ノ帳簿一 日記帳、増補日記帳、總勘定元帳、同残高表等
其他ノ帳簿一 株式臺帳等
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七、決算

(1)本 支店間未達勘定ノ整理法
(2)勘 定調整法 損益計算
(3)勘 定締切法
(4)損 益表及貸借對照表ノ作成法
(5)財 産目録及營業報告
八、例題記帳演習竝二應用問題解説

英 文 簿 記

本科第一學年 毎週一時間

エ ー 、 ピ ー 、 ク ラ ッ パ ー 講 師

1. General Introduction, and short History of the Subject. 
2. The Reason, Cause, and Objects of Book-keeping. 
3. Books generally in use. 
4. Different kinds of rulings, and the uses. 
5. Explanations and Uses of: — 

    Journal; Cash-Book; Petty Cash Book; Purchases Book; Purchases 
    Returns Book; Sales Book; Sales Returns Book; Bills Payable and 

    Receivable Books; The Ledger. 
6. Rulings off Ledger Accounts and compiling Trial Balance. 
7. Closing Journal Entries. 

 8. Explanation and preparation of the Trading and Profit and Loss 
     Account. 

9. Explanation and preparation of the Balance Sheet. 
10. Columnar Forms, and their special uses. 
11. Agreement of Cash Book with Bank Pass Book, and preparation of 

    the Reconciliation Statement. 
12. A Merchant's Accounts, including foreign transactions. 
13. Consignment Accounts. Selfbalancing Ledgers. 
14. Abbreviations and Definitions. 
15. Various Exercises.

會 計 學

本科第一學年 毎週二時間

原 口 教 授

、緒 論

_、 評價總論

二、貸借對照表

四、減 價
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五、各種財産ノ評價

七、資 本

六、積立金
八ぐ損益及損益計算書

89

原 價 計 算

本科第二學年 毎週二時間

エ ー 、 ピ ー 、 ・ク ラ ッ パ ー 講 師

1. General Introductions. 
2. Reason, Cause, and Objects of Cost Finding. 
3. Organisation, and Control. Estimating. 
4. The Elements of Cost: — Prime Cost: Work's Cost: Office Cost: 

     Selling and Distribution Cost: Total Cost. 
5. Materials: —Books in use: Requisition Notes and Credits: Transfers: 

      Stores Accounts: Special Features: Purchasing Dept. Scrap and 
      Sales: Prices for Stores Issued:  cost of Materials: Direct 

      Materials: Delivery of Materials. 
6. Finished Stock: — Stock received and issued books: Transfers and 

      Requisitions and Credits: Stock Ledger: Selling Department. 
7. Wages:  —  Books and Forms used: Methods of Payment: Direct and 

     Indirect Wages: Time Work and Piece Work: Wages Analysis: 
      Bonus and Profit Sharing Systems. 

8. Oncost: — Works: Office: Weekly Items: Monthly Items: The use of 
      charging percentages for oncost and profit. 

9. Interest and Depreciation: —Methods of calculating and charging as 
      part of the cost. 

10. Registers of Plant, Machinery, Buildings, Fittings etc. 
 11. Work in Progress: — Explanation, Valuation and Book-keeping 

       entries. 
12. The Cost Ledger, and keeping  the. Accounts. 
13. Agreement between the Cost Accounts and the Financial Accounts. 
14. Classes of Cost Accounts: — Terminal: Operating: Single Process, 

      Multiple. 
15. Various Exercises, Abbreviations, and Definitions.

會 計 監 査

本科第三學年 毎週二時間

エ ー 、 ピ ー 、 ク ラ ッ パ ー 講 師

1.TheOrigin,Meaning,andObjectsofAuditing. Thedifference
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      between accountancy and auditing. 

2. The qualifications of the Auditor. His duties and responsibilities to 

      Sole Traders, Partners, and Shareholders. 

3. Appointment, Time occupied, and remuneration of auditors. 

4. Prevention and detection of errors and fraud. 

5. The Books to be examined and the extent of the work to be done. 

6. Internal checks. Partial audit. Complete audit. Audit for special 

      purposes. New Audit. Continuous and periodical Audits. 
7. The Work involved: — Audit programme: Audit note-book: 

      Examination of contracts, certificate and other documents. The 

      method of calling-back. Routine checking for all the books. 

      Vouching receipts and payments. Vouching revenue Income and 

      Expenditure. Verification of Assets and Liabilities. Bank 

      Certificate. Valuation of Stock, Buildings, Machinery etc. by 

      directors or managers. Outstandings receivable and payable. 

      Final Accounts. 

8. Preparation of the accounts of limited liability companies for audit. 

9. Study of various published balance sheets. 
10. Special points for consideration in different kinds of companies, 

      Societies, Businesses etc. Purposes of Investigations. 

11. Programmes of audit work applicable to various kinds of 

       businesses. 

12. Special points in connection with the audit of Companies Accounts. 

13. Study of various legal decisions affecting auditors. 

14. Revenue profits and losses. Capital losses and profits. Profits 

      available for dividend. Depreciation, Reserves and Sinking 

       Funds. 

15. Auditors' Reports. 

16. Study of various Auditing Examination questions. 

17. Model Exercise.

(注)[資 料1]の(注3)で も記 したように,1925年 度の 「英文簿記」,「原價計算」,

「會計監査」の担当教官については,当 該年度の 『教授要目』ではクラッパー講師

となっているのに対 して,同 一年度の 『神戸高等商業學校一覧』ではべーフィ・一ル

ド講師になっている。

その当時の講義内容,特 に 「簿記」のそれにみられる特徴の一っは,商 業簿

記 とともに銀行簿記の教育 に相当な力が傾注 されていることである。わが国の

簿記教育においては,明 治 ・大正期はもちろ々のこと,昭 和30年 ～40年 前後

まで,商 業学校,高 等商業学校,お よび,大 学(経 営学部,商 学部,経 済学部
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等)の 会計学教育の体系は,商 業簿記,銀 行簿記,会 計学等の科目か らなって

おり,そ の中で銀行簿記は重要な地位を占めていた。 しか し,第 二次世界大戦

後,銀 行簿記は,工 業簿記に取 って代わ られ,や がてコンピュータ会計の普及

につれてシャンド・システムが消滅 し,銀 行簿記 も簿記教育 における位置づけ

を失 うに至るのである19。

II.3.神 戸商業大学

神戸高等商業学校は,1920年4月 に東京高等商業学校が改組 されて商科系

統の単科大学 として東京商科大学に昇格 した後を追 って,1929年4月 にその

組織を変更 して神戸商業大学(修 業年限3年)に 昇格 した(1934年7月 に筒

井ケ丘から六甲台の新学舎に移転)20。前年の1928年4月 には大阪市立高等商

業学校が改組 されて大阪商科大学が設立されているので,こ こに三商大が鼎立

することになった。

ただし,東 京商科大学 と大阪商科大学がともに当初から予科を もって出発 し

ているのに対 して,神 戸商業大学 は予科をもたない 「裸の大学」であった。そ

れは,神 戸商業大学では入学出願者の資格を第一類 と第二類との二種に分け,

第一類にっいては高等学校等出身者,第 二類にっいては高等商業学校等出身者

19)黒 澤(1990),45頁 。

シャンド・システムは,既 述のように,明 治期を通 じて銀行および商工業の簿記実

務を形成 したばかりでなく,大 正期から昭和40年 代はじめ頃まで,そ の影響を強 く残

している。1882年 に,銀 行券の発行を中央銀行に集中する目的で日本銀行条例が制定

され,各 地の国立銀行が発券銀行から普通銀行に転換 した後は,日 本銀行が,シ ャン

ド・システムの正統な相続者,か っ,そ の最後の砦となった。 日本銀行がシャンド・

システムか ら完全に離脱 したのは昭和40年 代半ばのことであり,そ れはコンピュータ

会計の採用により会計処理の方法が根本的に変化 した結果であった(黒 澤(1990),45

頁)。

20)神 戸商業大学の設立に伴い,1日 神戸高等商業学校は同大学の商業専門部 とな り,

しかも、その生徒募集 も1928年3月 限りとされた。これにより兵庫県下には専門学校

レベルの商業教育機関がなくなって しまうため,兵 庫県は1929年 に県立の神戸高等商

業学校(現 在の兵庫県立神戸商科大学の前身)を 設立す ることになる。
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として,募 集人数200人 を各々100人 として別々に入学試験を行 うという制度

を採 ったことによる21。そのため,旧 神戸高等商業学校に全国各地か ら集 まっ

ていた優秀な中学校や商業学校の卒業者は受験資格を失い,他 の高等商業学校

や高等学校に進学するようになった。 これ らの うち,高 等商業学校に進学 した

者 はともか くとして,高 等学校に進学 した者の中で傍系の商科系単科大学であ

る神戸商業大学に進学を希望する者 は比較的少数であり,優 秀な中学校等出身

者を大学に直結 して,彼 らに6か 年の一貫教育を実施するためには予科の設置

が是非 とも必要であった。 もっとも,予 科設置運動が実 り,神 戸商業大学に予

科(修 業年限3年)の 設置をみ るのは,大 学昇格以来十有余年が経過 した

1940年4月 のことである22。

『神戸商業大學則』によれば,学 科 目として,「 經濟原論」,「商業政策」,

「經濟史」,「商業概論」,「經營學總論」,「經營業務論」,「簿記」,「會計學」,

「商業数學」,「統計學」,「民法(總 則)」,「商法(總 則)」,「商法(會 社)」,「商

業學(英 語)」 など,計21科 目の必修科目とともに,計69科 目の選択科目(さ

らに臨時学科目増置の可能性があり)が 設 けられている。このうち,会 計学関

係の学科目としては,必 修科目中に 「簿記」 と 「會計學」の2科 目,選 択科目

中に 「簿記原理及帳簿組織」,「原價會計」,「監査論」の3科 目,計5科 目が設

けられている(な お,こ れ らの科目はすべて日本人教官により担当され,か っ

ての神戸高等商業学校時代にみ られた外国人教師による 「英文簿記」等の講義

は廃止されている)23。

21)本 文でも述べたように,神 戸商業大学では,入 学出願者の資格 をその出身の別 に

応 じて第一類と第二類 とに分 けて入学試験を実施するとともに,第 二類の学生 にっい

ては,入 学後,必 修科 目(21科 目)の うち,「商業概論」,「商業数学」,「簿記」,厂商

業学(英 語)」 を免除する措置を設けている(『凌霜七十年史』(1986),369-370頁)。

22)「 凌霜五十年』(1954),79,91頁 。

23)『 神戸商業大學學則」にしたがって,大 学昇格当時の神戸商業大学における会計

学関係の学科目の必修 ・選択の別 と毎週授業時数を示せば,[表7](p.94)に 掲 げる

とおりである。/
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以下に掲げる[資 料3]は,神 戸商業大学会計学関係の学科目とその担当教

官を年度別に一覧表示 したものである。

〔資料3〕 神戸商業大学における会計学関係の学科目と担当教官の年度別一覧

必 修 科 目 選 擇 科 目

簿 記 會 計 学 簿記原理及帳簿 組 織 原 價 會 計 監 査 論

1929年 度 原口 亮平＼ ＼ ＼ ＼
1930年 度 林 健二 原口 亮平＼ 林 健二＼
1931年 度 原口 亮平 原口 亮平 平井泰太郎 林 健二 原口 亮平

1932年 度 原口 亮平 原口 亮平＼ 林 健二＼
1933年 度 原口 亮平 原口 亮平 平井泰太郎 林 健二＼
1934年 度 原口 亮平 原口 亮平 平井泰太郎(

1933年 度分) 林 健二 原口 亮平

1935年 度 原口 亮平 原口 亮平 平井泰太郎 林 健二＼
1936年 度 原口 亮平 原口 亮平＼ 林 健二＼
1937年 度 林 健二 原口 亮平 平井泰太郎 林 健二 原口 亮平

1938年 度 林 健二 原口 亮平＼ ＼ ＼
1939年 度 * * * * *

1940年 度 林 健二 原口 亮平＼ 林 健二 丹波康太郎

1941年 度 丹波康太郎 林 健二 平井泰太郎 林 健二＼
1942年 度 * * * * *

1943年 度 * * * * *

1944年 度 * * * * *

(注1)上 掲 の表 は,以 下 の資料 に基づいて作成 した。

『神戸 商業大學概 要』

1929年 度,1931年 度,お よび,1934年 度

『神戸 商業大學講 義要綱』

1930年 度,1932年 度～1938年 度,お よび,1940年 度 ～1941年 度

(注2)な お,1939年 度,お よび,1942年 度 ～1944年 度にっ いて は,該 当年度 の 『神 戸 商業大 學

概要』 や 『神戸商業 大學講義要 綱』が入手で きなかったので,や むをえず(*)印 を付 し

ている。
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この 〔資料3〕 か らも明らかなように,会 計学関係5科 目のうち,必 修科 目

とされた 「簿記」と 「會計學」については毎年開講 され,両 科 目とも原口教授

が主に担当したが,「簿記」については林健二教授や丹波康太郎講師,「會計學」

にっいても林教授が担当 した年度 もみ られる。林教授 はまた選択科 目中の 「原

價會計」を毎年担当 している。 また,平 井泰太郎教授が隔年で 「簿記原理及帳

簿組織」を担当している。平井教授が,後 年,新 制神戸大学に 「経営学部」を

創設するにあたりその積極的推進役を務められ,ま た,わ が国の経営学界の重

鎮 として活躍 されたことを考えるな らば,簿 記に関する講義を担当 したこと自

体に奇異の感をもたれる方がおられるか もしれない。 しかし,平 井教授の神戸

高等商業学校卒業論文が 「『ばちお り』の研究」(1918年)で あり,東 京高等商

業学校専攻部卒業後,母 校の教壇に立たれてか らも会計学関係の論文を数多 く

表7神 戸商業大学学則(1904年 度)に よる会計学関係の学科目等

学 部

必修科目 選択科目

簿 記 3

會 計 學 2

監 査 論 1

簿記原理及帳簿組織 2

原 價 會 計 2

(数字は毎週の授業時数を示す)

なお,大 学昇格当時の東京商科大学における会計学関係の学科 目と毎週授業時聞数

を示せば,次 頁の[表8]に 掲 げるとおりである(た だし,1920年 度 の 『東京商科大

學學則』では,次 頁の表に掲げられた選択科目中の 「監査」と 「原價計算」 とが,一

括 して 「監査及原價計算 一学年間 毎週 二時間」と表記されているのに対 して,

1922年 度改正の 『東京商科大學學則』では,「 監査 一学年間 毎週二時間」 と 「原

價計算 同 同 同」というように,そ れぞれ独立 して表記されるようになっている)

(『一橋大学学制史資料』(1982a),65,89頁;『 一橋大学学制史資料』(1991),62頁;

『一橋大学百年史』(1985),458,501頁)。 ノ
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公表 され,簿 記の教科書なども刊行 されていることを考え併せるならば,決 し

て奇異なこととはいえないであろう。なお,「監査論」 は3年 毎に開講 され,

主 として原口教授が担当したが,後 には丹波講師が担当している。

＼ 表8東 京商科大学学則(1920年 度)に よる会計学関係の学科目等

予 科 学 部

第一学年 第二学年 第三学年 必修科目 選択科目

簿 記 2 3

計 理 2

監 査 2

原價計算 2

(数字 は毎週の授業時数を示す)

同様に,大 学昇格当時の大阪商科大学における会計学関係の学科目と毎週授業時間

数を示せば,以 下に掲げるとお りである(「大阪商科大学百年史』(1987a),116-119,

121頁;『 大阪商科大学百年史』(1987b),950-953,955-956頁)。

表9大 阪商科大学学則(1928年 度)に よる会計学関係の学科目等

＼ 予 科 学 部

第一学年 第二学年 第三学年 必修科目 選択科目

簿 記 3 2

會 計 學 a

原價計算 2

會計監査 2

工業簿記 2

(半年間)

(数字は毎週の授業時数を示す)

上掲 した三っの表を比較すれば明らかなように,三 商大 ともに,会 計学関係の基本

的学科目としては,「簿記」,「會計學」(「計理」),「監査論」(「監査」,「會計監査」),

「原價會計」(「原價計算」)と いう四科 目が設定されている。ただし,神 戸商業大学の

場合には,設 立の当初は予科をもたなかったために,「簿記」が学部の学科 目として

設けられているのに対 して,東 京商科大学と大阪商科大学の場合には,設 立 の当初か

ら予科が設置されていたので,「簿記」は学部ではな く予科 の学科 目として開設 され

ている(も っとも,1940年 度 に神戸商業大学 に予科が設置されるときは,予 科の学科

目として 「簿記」 が設けられ てい る(『 凌霜 七十年史』(1986),477-478頁))。
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神戸商業大学では,既 述のようにその学生中に高等学校等の出身者(第 一類)

と高等商業学校等の出身者(第 二類)の 二種があり,ま た,社 会に出て向かお

うとするところも多面広汎であることを理由に,先 に述べたように,必 修科目

が21科 目,選 択科目が69科 目という,き わあて多数の学科目が設 けられてい

る。そして,必 要欠 くべからざる基礎的科 目はこれを必修とし,そ の基礎的素

地の上に各自の志望と個性 に応 じて選択科目を置き,こ れについては選択自由

制をとっている。

ただし,大 学では,学 生の特定の希望に従い,学 科 目選択の指導を行ってい

る。具体的には,経 済学,経 営学,貿 易,海 運,金 融,保 険,工 業経営,市 場

または内国商業,会 計事務,商 務行政の十に分けて,学 科目の配合例を示 し,

学修の便に供 している。そのうちの 「會計」にっいてみれば,「 簿記」 や 「會

計學」などを含む計21科 目の必修科目に加えて,「外國書講讀」,「景氣論」,

「國際金融論」,「市場論」,「證券取引所論」,「經營勞務論」,「經營財務論」,

「銀行經營論」,「信託業論」,「交通論」,「保險論」,「簿記原理及帳簿組織」,

「原價會計」,「監査論」,「行政法」,「商法(商 行爲)」,「工學概論」,「高等數學」,

「英,佛,獨 語中の一」など,計22科 目の選択科目が掲げられている。 今 日的

にいえば,mの コース制が導入 され,コ ースによって履修すべき科目数に若

干の差異が認められるものの,十 に分けられたそれぞれのコースの別に履修す

べき選択科目が 「學科目配合例」において明示されているのである。

[資料4](pp.97-102)は,当 時の神戸商業大学における会計学関係の学科

目の講義内容について,1934年 度の 『神戸商業大學講義要綱』か ら抜粋 して

示 したものである。



神戸大学における会計学の教育と研究の系譜(前 身校篇)

〔資料4〕 神戸商業大学における会計学関係の学科目の講義内容

一1934年 度 『講義要綱』からの抜粋一

97

會 言十 學 前學期毎週四時間(必修)

教授 原 口 亮 平

一、緒 論

三、資 本

五、負 債

七、資 産

九、財政表ノ解析

二、貸借對照表

四、準備積立金

六、評價論

八、損 益

十、計理士

簿 記 毎週三時間(第 一類出身者必修)

教授 原 口 亮 平
一、總 論

(一)意 義

(二)種 類

(三)沿 革

(四)財 産

(五)財 産の計算及財産目録

(六)勘 定

(七)財 政の表示

(八)評 價勘定

(九)貸 借對照表の實例

(十)損 益 と其の計算及損益計算書の實例

(十一)取 引

(十二)取 引が貸借對照表に及ぼす変化

(十三)取 引の仕譯

(十四)元 帳

(十五)損 益勘定

(十六)取 引の仕譯法

(十七)混 合勘定

二、商業簿記

(一)總 説
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(二)帳 簿及其の記入例

(三)勘 定組織

(四)取 引の決定と其の適用

(五)貸 借の意義

一
、貸借對照表上の貸借

二、仕譯法より觀たる貸借

a.擬 人法

b.受 渡説

三、各勘定に於ける貸借

四、結 論

(六)帳 簿の書方

(七)決 算
一
、準備手續

二、決算の種類

三、英國式決算

四、大陸式決算

五、運算表

(八)商 品に關する取引の仕譯

(九)固 定資産に關する取引の仕譯

(十)債 権に關する取引の仕譯

(十一)債 務に關する取引の仕譯

(十二)當 座預金に關する取引の仕譯

(十三)手 形に關する取引の仕譯

(十四)補 助簿

(十五)特 殊商品

(十六)商 品勘定の分割

(十七)主 要簿としての現金出納簿附家計簿記

(十八)現 金出納帳、商品賣買帳を主要簿とする記帳法

(十九)小 口現金制度

(二十)當 座預金と現金 との併合

(廿一)掛 賣及掛買に關する帳簿

(廿二)別 種の商品賣買帳

(廿三)支 店計算

(廿四)勘 定組織分割

(廿五)資 本に關する取引

一、個人及組合

二、會 社
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(廿六)隅 發債務

三、帳簿及帳簿組織

(一)不 綴帳簿

(二)現 金式仕譯帳

(三)多 桁式仕譯帳

(四)總 勘定元帳の廃止

(五)帳 簿の分割

(六)單 式簿記
一
、意義

二、記帳例

三、單式簿記 より複式簿記への變更

四、銀行簿記

(一)銀 行簿記の沿革

(二)銀 行簿記の特質

(三)勘 定科 目

(四)帳 簿組織

(五)例 題記帳

簿記原理及帳簿組織 毎週二時間(選 擇)

教授 平 井 泰太郎

序 説 本講義の目的及び内容

在来の簿記研究一 教授方法と研究方法一 用語の解説 一 實體的説明
一 帳簿組織論の任務

第一講 簿記の種類

簿記の意義一 簿記以前と以後一 單式簿記 複式簿記一 カメラル

簿記 コンスタント簿記

第二講 單式簿記

財産一 單式簿記の目的一 本質一 特徴一 單式簿記の種類 一 單

式簿記に於ける帳簿一 單純單式簿記一 單式官廳簿記 一 改良單式簿

記一 イギリス簿記

第三講 複式簿記
'單式と複式一 複式簿記の種類一 經過的記録と系統的記録 一 型表式

簿記一 多桁式簿記一 アメリカ簿記一 フランス簿記一 ドイツ簿記
一 ロシァ簿記
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第四講 ロヂスモグラフィア

意義一 沿革 其と意圖一 勘定の種類一 仕譯帳一 元帳 一

例題

第五講 帳簿形式及び會計用語の變遷

残存せる商業帳簿と簿記教科書一 未決濟勘定 一 給附と反對給附一
一 人名勘定一 ローマ数字とアラビア数字 一 収支一 興と持

借と貸一 受渡

第六講 ルカス。パチオリ

原初簿記研究の意義一 パチオリの時代と人 一 パチオリの簿記書一
一 其梗概 パチオリに於ける簿記理論 パチオリ以後の著者との

比較

第七講 簿記理論

擬人説一 天秤説一 資本勘定説一 正味残高説一 正味残高計算式

説 一勘定説一 資本調達運用説 對照説一 二勘定説 一 三

勘定説 資本方程式一 簿記理論の任務

第八講 區分観察

簿記理論の經營學的考察一 經營解析一 特殊統計學説一 貸借的世

界観一 産業組織の推移と簿記の発達一 區分計算理論一 簿記に於

ける擬制一 不實と虚偽一 區分視察の目的

第九講 簿記の機械化

テイラー式簿記一 科學的管理法と會計技術 傅票 一 原價計算と

損益計算一 事務分掌 敷標會計機械一 會計機構一 集計票式簿

記

第十講 東洋に於ける簿記

大幅帳式簿記一 朝鮮簿記一 四介松都治簿 其理論一 形式 一
一支那に於ける簿記 東洋に於ける簿記と西洋に於ける簿記 日

本に於ける簿記一 其將來

原 價 會 計 後學期毎週四時間(選 擇)

教授 林 健 二

緒 論

第一篇 原價計算

第一章 計算制度一般

第二章 原價計算の意義

第三章 原價計算の目的
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第四章 費用及其分類

第五章 費用の大さ

第六章 費用の割當

第七章 費用と製造量との關係

第二篇 原價計算制度

第一章 總 論

第二章 工程別原價計算制度

第三章 指圖書別原價計算制度

第四章 正常原價 十算制度

第五章 見積原價計算制度

第六章 標準原價 十算制度

第七章 時價による原價の計算方法

第三篇 特殊問題

適宜の問題を時間の都合にて研究する豫定

監 査 論 後學期毎週二時間(選 擇)

教授 原 口 亮 平

一、監査の意義

二、監査の種類

三、監査の目的

四、誤謬及虚偽

五、監査の効力

六、會計學と監査論との關係

七、監査人

八、監査の開始

九、貸借對照表の監査

現金、當座預金、受取手形、掛貸金、貸付金、有價證券、商品、有體固

定資産、無體固定資産、支拂手形、掛買金、其の他の債務、推積債務、

社債、準備積立金、資本金

十、損益計算書の監査

十一、内部突合法

十二、監査人の義務

十三、監査報告書
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(注)な お,「簿記」の要綱(pp.97-99)の 冒頭に 「第一類出身者必修」 と特 に記され

ているには,本 文で も述べたように,神 戸商業大学への入学志願者には,大 別 し

て,第 一類(高 等学校等の出身者)と,第 二類(高 等商業学校等の出身者)が あ

り,入 学後 も,両 者の素養に差異があることに鑑み,学 科課程における両者の履

修必修科目に若干の差異を設けたことによる。すなわち,第 一類の高等学校出身

者に対 しては,商 業に関する一般的教養を与えるとの理由により,必 修科 目中,

「商業概論」,「商業數學」,「簿記」,「商業學(英 語)」 を特に履修させること,逆

に,第 二類の高等商業学校出身者については,こ れ らの学科目を免除することを

定めていたのである。

上掲の資料か らも明らかなように,明 治期以降,商 業簿記とともに,わ が国

における簿記教育の中心的内容であった銀行簿記の占める比重が大 きく減少 し

ている。 この当時には,簿 記 はそれ自体で完結 した計算記録の技術体系である

ことから,広 い意味での 「會計學」の知識体系の中に組み込まれ,そ の構成部

分 としての 「簿記原理」へと展開 しはじめた24。神戸高等商業学校か ら神戸商

業大学へと発展する中で,会 計学関係の学科 目にっいても,記 帳技術の解説を

中心 とした「簿記」(必 修科 目)に 加えて,選 択科 目として 「簿記原理」(実 際

の学科 目名 は 「簿記原理及帳簿組織」)が新 たに開設され,そ こでは,簿 記の

意義や種類,歴 史,そ して,勘 定理論などが講義 されるに至るのである。

II.4.神 戸経済大学

1944年10月,戦 時体制が進む中で,神 戸商業大学 は神戸経済大学 と改称 さ

れる(同 様に,東 京商科大学は東京産業大学に改称)25。 敗戦後の1946年8月

に経営学を中心に経済の実態を研究するたあに附属経営学専門部(修 業年限は

24)黒 澤(1990),143頁 。

25)戦 時体制下で,商 業の名称を冠 した学校を改称 ・改組 しようとする圧力が高 まる

中で,本 文中で も述べたように,神 戸商業大学 は神戸経済大学に,ま た,東 京商科大

学 は東京産業大学に改称 された。他方,大 阪商科大学にも文部省か ら改称への要求が

あったが,校 名変更が見送 られているうちに敗戦を迎え,結 局,同 大学は最後 まで

「商科大学」の名でとおすことになる(『大阪市立大学百年史』(1987a),216頁)。
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本科3年 ・専攻科1年)が 設置 され,さ らに,翌1947年6月 には働きながら学

ぶ夜間学部 として第二学部(修 業年限3年)が 設置され る。

会計学関係の学科目については,『神戸經濟大學學部規則』 によれば,学 部

には,「簿記」,「計録組織論」,「機械計録論」,「會計學」,「原價計算論」,計5

科目が設けられている。

また,『神戸經濟大學第二學部規則』によれば,第 二学部 には,「簿記」,「會

計學」,「原價計算論」,「計録組織論」,計4科 目が設 けられている。

さらに,『神戸經濟大學附属經營學専門部學則』によれば,附 属経営学専門

部の本科においては,専 門学科目が,大 きくは,法 律科目,経 済科 目,経 営科

目,計 録科目,技 術科目,実 習科目の六っに分類されており,そ のうちの計録

科目には,「簿記」,「會計學」,「原價計算論」,「經營統計學」,「計録組織論」,

「機械計録論」,「機械計録實習」,以 上7科 目が設けられている(な お,技 術科

目中に 「計録機械學」が別途設けられている)。また,本 科卒業生を主たる対

象とした専攻科においては,専 門学科目が,経 営科目,計 録科目,技 術科 目,

実習科目の四っに分類されるとともに,そ のうちの計録科目には,「計録概論」,

「計録理論」,「會計學」,「原價計算論」,「經營統計學」,「計録組織論」,「機械

計録論」,以上7科 目が設けられている(な お,技 術科 目中に 「経営計録機械

學」,実習科目中に 「計録機械實習」が別途設けられている)。

神戸経済大学時代の会計学関係学科目の特徴の一っとして,学 部,第 二学部,

および,附 属経営学専門部(本 科 ・専攻科)を 通 じ,「計録」 とい う用語を付

した科目が数多 く設けられていることが挙げられる。既に神戸商業大学の時代

に,経 営経理の近代化 ・合理化を目指 し,そ の一環 として機械化を図ることの

必要が考え られて,1941年5月 に経営計算Mf究 室が設 けられでいる。 さらに,

戦時体制末期の1944年4月 に経営計録講習所が開設 される。 同講習所 は,経

営経理の機械化に関する学術を授け,機 械計録の技術 と運用を修得させること

を目的とするものであり,ま た,そ の研究機関 として,1944年8月 に経営機
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械化研究所が設置されている。 このような経営経理機械化の思想は,同 年10

月に神戸商業大学か ら改称された神戸経済大学の学部カ リキュラム,さ らに,

敗戦後に相次いで設置された第二学部と附属経営学専門部のカリキュラムにも

反映されているものと考え られる。

また,神 戸高等商業学校時代末期に設けられた 「原價計算」 は,神 戸商業大

学時代に講義名を 「原價會計」に改め られていたが,1940年 頃か らの原価計

算運動の高まりを受けてか,神 戸経済大学時代になるとふたたび 「原價計算論」

という科目名に改称 されている。さらに,神 戸高等商業学校時代の末期に選択

科 目として設けられた 「會計監査」は,神 戸商業大学時代には 「監査論」 とし

て講義が継続されていたが,神 戸経済大学時代に入るとカリキュラムから削除

されている(な お,神 戸経済大学の学部,第 二学部,お よび,附 属経営学専門

部(専 攻科)に は,「經營檢査論」 という新たな学科目が設 けられているが,

その講義内容等の詳細については 『講義要綱』が入手できていないので不明で

ある)。

なお,次 頁の[資 料5]は,1947年 度の 「神戸經濟大學一覧』 に基づき,

学部,第 二学部,お よび,附 属経営学専門部にそれぞれ所属する会計学関係の

教官 とその講義担当科目を掲げたものである。

この[資 料5]に 掲載されている教官の多 くが,所 属 はそれぞれ学部や第二

学部,附 属経営学専門部と分かれているものの,1949年5月,新 制神戸大学

発足時にわが国最初の 「経営学部」が創設されるとき,そ こにおける会計学の

教育と研究の主柱 となるのである。
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〔資料5〕 神戸経済大学における会計学関係の学科目担当教官一覧

(第二学部および附属経営学専門部を含む)

＼ 会計学関係学科目担当教官 担 当 学 科 目

學 部

大學教授
平 井 泰太郎 (經S學)・ 計録組織論

同 林 健
二 會計學 ・原價計算論

同 山
下 勝 治 (第二學部勤務、兼彦根經濟専門學校教授)

同
丹 波 康太郎 簿 記 ・(外國書講讀)

大學助教授
久保田 音二郎 (經營機械化研究所員)

文部教官
岸 本 英八郎

第 二 學 部

大學教授
山 下 勝 治 簿 記

大學講師(大 學教授)
林 健 二 原價會計

付 属

経 営 學

専 門 部

専門部教授(兼 大學教授)
丹 波 康太郎 (經營財務論)

専門部教授
戸 田 義 郎 計録理論 ・簿 記 ・(經營學)

同
大 塚 俊 郎 (經營財務論)・ 簿 記 ・機械計録論

同
山 桝 忠 恕 簿 記

専門部講師(大 學教授)
林 健 二 原價計算論 ・計録組織論

専門部講師(大 學助教授)
久保田 音二郎 原價計算論

専門部講師(大學文部教官)岸 本 英
八郎 簿 記 ・機械計録實習

(注1)上 掲 のため,1947年 度の 『神戸經濟大学一覧 自昭和一七年度至昭和二十二

年度』に基づいて作成 した。ただ し,年 度別開講科 目にっいては,上 記 『神戸

經濟大学一覧』に記載がな く,年 度別の 『講義要綱』も入手できなかったため,

残 念ながら作成できなかった。

(注2)「 担 当学科目」欄中,科 目名に()を 付 したものは会計學関係以外の担

当科目を示 している。
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皿.会 計学の研究の歩み

皿.1,東 爽五郎(1865年7月17日 ～1947年12月3日)

長崎県出身。1887年3月 に高等商業学校をその第一回の卒業生 として卒業。

函館商業学校,熊 本商業学校等の教諭 ・校長を務 めた後,1898年10月 に高等

商業学校教授に就任。神戸高等商業学校の設立に伴い,1903年1月 に同校教

授 に任 じられ,1916年9月 に職業会計人 に転身のために退官 され るまで同校

に在職。その間,1908年3月 から1910年6月 にかけての約2か 年間,商 業実

践 と簿記研究のためにアメ リカとイギ リスに留学される。 この種のテーマによ

る在外研究 としては,わ が国最初の例であったといわれる。また,在 外研究期

間中の1909年 には,二3ヨ ーク大学から"DoctorofCommercialScience"

の名誉学位を授与 されている0神 戸高等商業学校退官後は,職 業会計人の草分

け的存在 として実務界で活躍された。1947年12月 に逝去。

東教授の著作には,『簡易簿記教科書』(同文館,1901年),『 新案詳解 商業

簿記』(大 倉書店,1903年),「 商業會計 第壹輯』(大 倉書店,1908年),『 最近

學説 簿記法大意』(寶文館,1913年),『 商業會計 第貳輯』(大倉書店,1914年),

『商業會計研究』(森 山書店,1930年)な どがあるが,そ のうち,神 戸高等商業

学校在職中の代表的著作 としては,『新案詳解 商業簿記』 と 『商業會計 第壹

輯』が挙げ られるであろう。

『新案詳解 商業簿記』は,基 本的には,ア メリカのEzekielG.Folsomの

TheLogicof、9ccounts(1873)の 影響を強く受けた明治初期の多 くの簿記書

と同じ系譜上に位置づけられ,「 価値受渡説」 と呼ばれる思考に依拠 して複式

簿記,特 に貸借記入にかかわる記帳原則の解説を展開 している。ただし,同 じ

Folsomの 簿記書を源流とし,価 値受渡説をわが国で最初に紹介 した森島修太

郎の 『簿記學例題』(1878年)や,図 師民嘉の 『簿記法原理』(1881年)な ど
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と比べれば,翻 訳調か ら脱却 し,価 値受渡説を十分に消化 した,明 治後期にお

ける簿記教育の標準的パ ターンを示 したものと考えられる26。

また,『新案詳解 商業簿記』には,「商業帳簿に關する商法 の規定」,「會社

の計算 に關する商法の規定」と題される二っの章が設けられており,こ れは,

1889年 の商法典 における商業帳簿に関す る規定 と株式会社の計算規定を解説

した最初のものとして評価される27。

さらに,本 書 には,「 簿記 の起源及沿革∫ とい う章が含 まれ て い る。 会 計学

で は,今 日でさえ他 の社 会科学分 野 と比べて歴史 的研究 が軽視(な い し無視)

されがちであるが,東 教授 の この著書 は,イ ギ リスのPatrickKellyのThe

Elements(>fBooh-keeping(1801)に 依 拠す る もので はあ るが,簿 記 の歴史

に関す る記述 が行 われてお り,こ の ことは,理 論 政策(制 度)歴 史

とい う学問 的体系化 の観点 か らみ るな らば大 いに評価 され るべ きもの と考 え ら

れる28。

他方,『 商業會計 第壹輯』は,「會計」という語を冠 したわが国で最初の書

26)Folsomに よれば,複 式簿記 とは,価 値 の等価的収支(coequalreceiptand

disbursementofvalues)を 跡づけ,価 値交換の二面的結果(two-fo正dresultof

theirexchange)を 表示することにあると定義 される。すなわち,科 学 としての簿

記は,価 値に基礎を置 くものであり,か かる価値 は,大 きく二っのクラス,つ まり,

商業価値(CommercialValue‐ 東教授によれば 「物質的ない し貿易的価値」 と

訳される)と 観念価値(IdealValue-「 心理的ない し理想的価値」 と訳 される)と

に分類される。そ して,あ らゆる取引,つ まり,価 値の交換は,① 商業価値,② 観

念価値,③ 商業価値と観念価値という三っの構成要素の,そ れぞれの受取 りと引渡

しという組み合わせか らなる九っの等式(=価 値交換等式)に 還元されるとして,貸

借記入の原則を,「 受け取ったすべての価値は借方であ り,引 き渡 したすべての価値

は貸方である」という,価 値の受渡 しにかかわる因果律(principleofeffectand

cause)に 関連づけて解説されるのである。 このFolsomの 「簿記論」 の詳細 につ

いては,例 えば,久 野(1985)(第9章 §2);中 野(1992)(第7章 一皿)を 参照 され

たい。

27)黒 澤(1990),129頁 。

28)簿 記 の歴史を単独で取り上げた書物は,1886年 に出版 され た海野力太郎の 『簿記

學起原考』である。当時は,簿 記の歴史は,数 学史や商業史の一部として取 り扱われ

ており,本 文わずか39頁 の小冊子とはいえ,こ のような簿記史の単行本は世界でも/
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物である29。あえて 厂商業簿記」 と題せずに 「商業會計」と称 した理由にっい

て,東 教授は,本 書の 「緒言」において,「 … 著書の多 くは,重 きをその

枝葉の技術たる目前の實地適用に置 くもの1如 く,即 ちその所説は,寧 ろ帳簿

の記録方法のみに偏倚 して,前 に所謂彼の,記 帳以前に豫め決定すべき,損 益

増減の如何,又 資産負債變化の状態に關する,概 括的又根本的必要問題の解説

は,多 くの著書中,尚 その少部分に限 らるものたるかの所感なき能はず,こ れ

簿記學界の爲 大に遺憾 とする所にあらず して何ぞや,… 本書は普通の簿

記書と異り,帳 簿記録の方法は一切之を説かず,そ の主趣は,專 ら商業簿記全

體 に關する,所 謂彼の根本的諸問題の解決講究を試んことを期したるにあり・・

・」30と述べている。

すなわち,本 書には,簿 記の記帳技術論的解説はいっさいみ られず,「 貸借

對照表の形式に就て」,「秘密の積立金」,「所有物原價償却の方法」,「英國會計

人の沿革及現況」,「米國會計人の沿革及現況」,「帳簿檢査」,「暖簾の代價は如

何 にして定むべきか」,「工業會計 に於ける間接費の製品原價に對する轉嫁方法」

等の問題が個別に論 じられており,会 計学として十分に体系化されているとは

いえないものの,そ こには簿記(学)か ら会計学へ と展開される過程の一っの

里程標が示 されていた31。

残念なが ら,東 教授は,神 戸高等商業学校在職13年 あまりで,職 業会計人

＼珍 しかった。 この 「簿記學起原考』の後,多 くの著者たちが歴史に関心をもっよう

になり,そ の後の簿記書には簿記の歴史に多少の紙幅を割 くものが増えた。 そして,

東教授の 『新案詳解 商業簿記』中の 「簿記の起源及沿革」 は,わ が国最初の専門的

会計学者による簿記史研究であると評価 されている(西 川(1982),202頁)。

29)木 村(1950),34頁 。

30)東(1908),緒 言,3,5-6頁 。

31)先 の注(16)で 言 及したように,わ が国ではじめて 「會計學」 の語を用いた書物が

登場するのは,神 戸高等商業学校で 「會計學」の講義が設けられる1年 前のことであっ

た。すなわち,1910年 に出版された吉田良三の 『會計學」(同 文館)は,Hatfieldの

ModernAccounting(1909)の 祖述にすぎなかったが,こ れを自家薬籠中の もの と

して十分に消化 し,わ が国における会計学時代の出発点 にな った点で,貢 献する/
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に転身のために退官される。明治末期から大正初期にかけて,わ が国では,職

業会計人の必要性が世論 として大 きくなったので,東 教授 は,1916年9月 に

神戸高等商業学校教授の職を辞 して,同 年10月 に東会計人事務所を東京 ・丸

ノ内に開設 し,わ が国における職業的監査人の嚆矢となった32。

なお,東 教授は,神 戸高等商業学校在職中の1913年 に,わ が国 における最

初の会計学研究団体 といわれる 「神戸會計學會」を創設 し,論 集 『會計學論叢』

＼ところ大なるものがあったといわれる(黒 澤(1990),145頁;木 村(1950),35-37

頁)。

東教授 もまた,こ のようなアメリカ会計学導入の影響を受けて,先 に刊行 した 『商

業會計 第壹輯』の内容を一新 し,1914年 に 『商業會計 第貮輯』(大 倉書店)を 出版

する。同書では,「會計学の定義に就て」,「貸借對照表論の内容」,「合名,合 資會社

又組合の出資額及損益分配に関する會計」,「機械及据付物の減價償却法」,「増價 を以

て評價を要する諸資産」,「機械の時間經費率に基 く工場會計の取扱法」,「貸借對照表

の比較調査」,「損益表に於る百分比例の計算法」,「棚卸商品に對する會計檢査法」,

「棚卸商品の會計檢査に對する監査役の責任」など,必 ず しも体系的とはいえないが,

貸借対照表論か ら原価計算,財 務諸表分析,監 査論等 と,簿 記に限定されない,会 計

学にかかわるより広汎な問題が取り上げられており,『商業會計』 の第壹輯 と第貮輯

が出版された明治末か ら大正初頭の間に,「會計學」 なるものが解決 を要す る学科目

として学界の論議に上がってきたことが示されている(こ れと符合するかのように,

神戸高等商業学校でも,既 述のように,1911年 度 から 「會計學」の開講をみるに至る)。

なお,こ の 「商業會計 第壹輯』にも,簿 記の歴史を解説 した 「簿記法古代の沿革」

と題される章が含まれている。これは,『新案詳解 商業簿記』におけるそれがKelly

のTheElements(ゾBook-beepingに 依拠 していたの に対 して,イ ギ リスの

RichardBrown編 著のAHistory(ゾAccoμ 祕 ∫π8andAccountants(1905)

に収録された簿記史の部分(原 著第五章)に 基づいている。

32)東 教授は,1922年 に 「日本會計士會」を創立 し,同 会の理事長となる(な お,「 日

本會計士會會報』の第1号(1922年)に よれば,同 会の発足時に 「社員」として名前

を掲げられていたのは20名 にとどまる)。 また,1927年 に計理士法が施行 され ると,

その第一回登録の計理士となった。さらに,1929年 にニューヨークで開催された会計

士国際会議(InternationalCongressonAccounting)に 出席 し,"Legislation

fortheAccountingProfessioninJapan"と 題 する,わ が国の計理士法に関す

る報告を行っている。東教授は,1939年 に引退されるが,ま さにわが国における職業

会計人の草分け的存在であり,会 計専門職業の発展に対する功績は大きか った。 もっ

とも,事 務所開設の当時は未だ職業会計人による一般企業の監査が制度化 されていな

い段階であり,当 初は東京海上保険株式会社の子会社の監査を依嘱されたにすぎなかっ

たといわれる(黒 澤(1982),53頁)。
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を公刊する。さらに,退 官後の1917年3月 には,東 京高等商業学校の下野直

太郎教授,早 稲田大学の吉田良三教授,神 戸高等商業学校の水島鐵也校長 らと

ともに,「 日本會計學會」を創設する。そして,同 学会の事務局を自 らの事務

所内に置 くとともに,機 関誌である 『會計』の編集事務 も当初は東会計人事務

所で取 り扱い,創 成期の学会の活動に大 きな貢献を果たしたのである33。

皿.2.原 口亮平(1878年4月14日 ～1951年1月29日)

兵庫県出身。1900年3月 に高等商業学校を卒業。兵庫県立神戸商業学校教

諭を経て,1908年 に神戸高等商業学校教授。 同校 の大学昇格 とともに神戸商

業大学教授に就任。1938年 に神戸商業大学を退官。同年1月,迎 え られて兵

庫県立神戸高等商業学校の校長に就任 し,1941年10月 に同校を退官。1951年

1月 に逝去。

神戸高等商業学校から神戸商業大学を通 じて約30年 の長 きにわたり在職 さ

れ,創 設問もない大学の建設と商業教育の発展のために努力された。また,後

述する平井泰太郎や林健二その他多数の学界の秀英を指導 ・教育された。先に

述べたように,1916年 に東教授が退官され た後 は教授 に代わ って 「神戸會計

學會」を主宰 され,ま た,1924年12月 に,「 日本會計學會」を母体に,大 学等

の研究機関において会計学の研究教育に従事する者からなる純粋の学術団体と

して 「日本會計研究學會」が創設 されるときは,関 西側の発起人を務あ,創 立

後は常務理事を務められた りしている。 さらに,商 工省臨時産業合理局財務管

理委員会臨時委員,計 理士試験予備委員なども務められた。

原口教授の著作には,『應用 銀行簿記例題』(水 島鐵也教授 との共著,同 文

33)東 教 授は,職 業会計人に転じられてからも,執 筆活動に積極的に携われ,『 商業會

計研究』(森 山書店,1930年)な どの著書の他に,「 會計」などの雑誌にも多数の論稿

を公表 されている。ちなみに,『 會計』の第1巻 第1号(1917年4月)に は,東 教授の

「減價償却金に關する會計問題(上)」 が掲載されている。
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館,1903年),『 商 業算術』(同 文館,1908年),『 新 編 商業 算術教科書(上 ・下)』

(同 文館,1913年),『 高 等利息算』(寶 文館,1919年),『 ほ 一 きん す氏 工 場會

計』(訳 書)(東 京 寶文舘,1921年),『 簿 記學』(千 倉書房,1931年),『 新 撰簿

記教科書(上 ・下)』(宝 文館,1938年),『 會 計監 査』(千 倉 書房,1939年)な

どがある。 ただ し,こ れ らの著作 の うち,原 口教授が神戸高等 商業 学校か ら神

戸商業大学 に在職 の間に刊行 され,か っ,教 授 の研究領域 の幅広 さを表す代表

的著作 として は,『 高等利息算』,『ほ一きんす氏 工場會計』,お よび,『 簿記學』

をあげ ることがで きるであ ろう。

原 口教授 が1908年 に 神戸 高等 商業学校教授 に就 任 以来 も っぱ ら担 当 され た

学科 目は,既 述 の ように,「 商業算術」 であ り,「 會計學」 等の学科 目を担当 さ

れ るの は東教授 が退官 されてか らの ことで ある。商業数学 者 と して の原 口教授

の業績 の一 つ に 『新編 商業 算術教科書(上 ・下)』 がある。ただ し,同 書が 「・・

・商業計 算 ノ大體 ヲ説 述 … 」34す るこ とを 目的 と して いた のに対 して ,

『高等利息算』 では,商 業算術 の うち,そ の当時未 だ未熟 で あ った利息 計 算 の

問 題 が 取 り上 げ られ,イ ギ リス のRalphTodhunterのInstituteof

、4ctuaries'TextBook,Part1.-lnterest(NewEdition,1901)を 参 考 とされ

なが らも,独 自の緻密 な思考 と優れ た数学 的能力 に基 づ き,そ の完成 に努力 さ

れた もので あ り,本 書 は当時 の商業数学 に関 す る先駆的文献 として高 く評価 さ

れて いる。

また,『 ほ一 きんす氏 工場會計』 は,東 教授 の退官 を承 けて原 口教授 が主宰

され た 「神戸會計學會」 による会計学叢書 の第一冊 と して刊行 され,イ ギ リス

のL.WhittemHawkinsのCostAccounts:AnExplanationofPrinciples

andaGuidetoPractice(1905)を 訳 出 した もので あ り,本 書 は,大 正 期か ら

昭和戦前期 に台頭 しっ っあ った工業会計 ない し原価計算 の流 れを代 表す る文献

34)原 口(1913),緒 言,1頁 。
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の一つに挙げられる。

既述のように,明 治末以降,新 たな学科 目として 「會計學」が登場すると,

それが 「簿記(學)」 とどのような関係に置かれるのかという,わ が国では今

日でさえ しばしば論議 される問題が生 じる。原口教授は,か かる問題にっいて,

『簿記學』の 「凡例」において,「 … 簿記學と會計學 との關係 は,未 だ解決

せられてを らない問題である。但 し本書 に於ては,そ れが會計學に於て論ぜ ら

れると思ふ ものについては,簿 記に關する密接な關係を有 してをるも,總 べて

省略 した。財産の評價,損 益の決定はその例である。著者は簿記學 はその狭 い

意義に於て も,研 究すべき問題を十分に持ってをるので,其 の研究を先づ進め

なければな らぬと考えてをるか らである。 … 」35と述べ,基 本的には,

「會計學」の存在を前提として,本 書では,複 式簿記の基本原理 とその商業へ

の応用,さ らに,簿 記の用具としての帳簿とその組織に解説の焦点が定められ

ている。とはいえ,本 書が刊行される直前の1929年 以降,後 に 「財務諸表準

則」(1934年)に 結実する 「標準貸借對照表」,「標準財産目録」,「標準損益計

算書」等の草案(未 定稿)が 商工省臨時産業合理局財務管理委員会から順次公

表 されてお り36,本 書 もまた,財 務諸表論を論 じたものではないが,付 録 と し

て 「標準貸借對照表」等を収録 し,「財務諸表準則時代」 を迎える前夜の状況

を反映 した ものになっている37。

上記のように,原 口教授 は,終 始わが国の商業教育の発展に尽 くされ,会 計

35)原 口(1931),凡 例,1頁 。

36)商 工省臨時産業合理局財務管理委員会は,1929年 以降,「 標準貸借対照表」,「標準

財産目録」,「標準損益計算書」,「固定資産減価償却準則」,「資産評価準則」(い ずれ

も未定稿)を 相次いで公表 し,こ のうち,前 三者は1934年 に公表される 「財務諸表準

則」の中に織 り込まれることになる。また,「 資産評価準則」 は 「財産評価準則」 と

して完成 し,1936年 に公表される。そして,「 財務諸表準則」 と 「財産評価準則」 は,

第二次世界大戦後に制定される 「企業会計原則」の先駆的役割を果たしたもの として

高く評価される(黒 澤(1990),207-208頁)。

37)「 財務諸表準則時代」は,昭 和初期からはじまり,1934年 に 「財務諸表準則」 が

公表されるときをもってその頂点に達する。「財務諸表準則」 それ 自体は,企 業が/
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学や商業数学に関する論文を多 くの雑誌に公表されたが,特 に簿記 ・会計の領

域については,広 く全般にわたり,英 米の学説によるだけでな く,豊 富な経験

と緻密な思考によって,会 計学原理,簿 記理論,帳 簿組織,原 価計算,会 計監

査などにわたる多数の著作を公表されており,い ずれ も当時のわが国の現実に

即 した研究であったと評価される38。

皿.3.平 井泰太郎(1896年10月15日 ～1970年7月2日)

兵庫県出身。1918年 に神戸高等商業学校 を卒業。 同年4月 に東京高等商業

学校専攻部に入学 し,1920年5月 に卒業。 ただちに母校の神戸高等商業学校

の教壇に講師として立ち,1923年 に同校教授 となる。以来,約40年 間にわた

り,神 戸高等商業学校 とその後身にあたる神戸商業大学,神 戸経済大学,神 戸

大学経営学部に在職。1960年3月 に神戸大学を定年退官 され,同 年神戸大学

名誉教授。1970年7月 に逝去。

平井教授は,神 戸大学経営学部 とその前身校に在職中,き わめて雄大かっ先

取的な構想をもって,高 等商業学校から商業大学への昇格運動,昇 格後の移転

敷地の選定,戦 時体制が進む困難な状況下での経営計算室の開設か ら経営機械

化研究所の設置,敗 戦後まもない時期における附属経営学専門部 と第二学部

(夜間学部)の 設置等 に関わる重要 な意思決定に参画 された。特に1949年 に神

戸経済大学を母体に新制神戸大学が発足するとき,わ が国最初の 「経営学部」

の設置に多大な努力と貢献を果たされるとともに,「経営学博士」 の創設 にも

＼作成すべき財務諸表の標準化を試みたものであり,企 業会計制度改善 の目標を範例

として示 したものに他ならないが,そ の後のわが国の会計学の発展に新 しいパ ラダイ

ム効果を及ぼ したものとして高 く評価される。そ して,こ の 「財務諸表準則」 の出現

をもって,前 パラダイム期からパ ラダイム形成期への転回がはじまっ光 ものと解され

ている(黒 澤(1982),90頁)。

38)な お,原 口教授の還暦を記念 して教授がそれまでに公表されていた論文か ら53編

を選んで二冊の論文集,っ まり,原 口亮平教授還暦記念論文集編集員会(編)『 評價

と會計組織』;同 『帳簿組織と計算』(い ずれも同文館,1939年)が 刊行されている。
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努力され,平 井教授 自ら,1951年 に,「優秀生産および適正配給を目途する統

制管理技術および売買組織改善の硬究」により,神 戸大学神戸経済大学から日

本最初の経営学博士の学位を取得 されている。

その間,学 内にあっては,経 営計録講習所長,経 営機械化研究所長,附 属経

営学専門部長,経 営学部長,大 学院経営学研究科長,学 長事務代理等の要職を

歴任されるとともに,経 営学領域 はもとより,会 計学の領域でも,山 下勝治,

阪本安一,丹 波康太郎,久 保田音二郎,戸 田義郎など,多 数の学界人を指導 ・

育成されている。他方,学 外的には,会 計学関係に限 っても,日 本会計研究学

会の常任理事,日 本公認会計士協会や産業経理協会の参与等を務められている。

平井教授 はいうまで もなく経営学の泰斗であり,経 営学に関する教授の業績

は神戸大学経営学部とその前身校 における経営学の教育 と研究が論 じられると

きに詳細に紹介 されると思われるので,こ こでは,会 計学,特 にユニークな会

計史の研究を中心に,教 授の業績を簡潔に紹介することにしたい39。

平井教授の会計学研究は,LucaPacioli(た だ し,姓 のみで表記する場合 に

はPacioloと 綴 られる)の 「簿記論」の研究からはじまる。1494年 にヴェネッィ

アで出版 されたPacioloの 数 学書SummadeArithmeticaGeometria

ProportionietProportionalita(『 算術 ・幾何 ・比および比例総覧』:わ が

国では 『ス ンマ』と略称 されることが多い)に 収録 された"Particularisde

ComputisetScripturis"(「 計算記録詳論」)は,い うまで もなく複式簿記(=

ヴェネッィア式簿記)を 解説 した世界最初の印刷教本であり,か かるPaciolo

の 「簿記論」の翻訳か ら,平 井教授の会計学,特 に会計史の研究は出発するこ

とになる。

すなわち,教 授のPacioloの 「簿記論」 の研究は,神 戸高等商業学校卒業

39)平 井教授の主要論文については,会 計学に関連するもの も含めて,神 戸大学経営

学研究室(編)『 平井泰太郎経営学論集』(千 倉書房,1972年)に 収録されているので,

参 照されたい。
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論文 であ る 「『ぱ ちお り』 の研 究 」(1918年)に ま とめ られ,先 に言 及 した

「神戸 會計 學會 」の 『會計學 論叢』(第4集,1920年)に 掲載 され た 「『ぱ ちお

り簿記書』研究」 に結実 され る40。 その後 も,「 ル ー カ ス ・パ チ オ リノ称呼 二

就 テ」(國 民經 濟雑誌,1920年),「 『ばちお り簿記書』 索引」(會 計 學論 叢(第

6集),1921年)な ど,Pacioloの 「簿記論」 に関 す る論稿 を相 次 いで 公表 さ

れる。

さ らに,Pacioloの 「簿記論」 に次 ぐイ タ リア第二 番 目の複式簿記解説書 で

あるDomenicoManzoniのQuadernod(⊇pp`oCOLsuogionale(1534)に

関す る 「ドメニコ ・マ ンゾーニノ"Quedernodoppio"」(國 民經 濟雑誌,1921

年),朝 鮮 固有 の簿 記法 で あ る開 城簿 記(e「 四 介松 都 治 簿 」)を 紹 介 した

"Originale"Vierfache"BuchhaltunginKaijo,℃hosen(Korea)oderChike-

Songdo-Chibu"(Zeitschrift!諺rBetriebswirtschaft(1926)),イ タ リア の

GiuseppeCerboniの 創 案 にな る表 記 式 簿 記 法 で あ る ロ ジス モ グ ラ フ ィア

(logismografia)を 研 究 した 「ロジスモグ ラフィアの構想及 びそ の論理 」(坂

西由蔵博士還暦祝賀論集 『經濟學經 濟史 の諸問題』(岩 波書店,1939年),あ る

いは,わ が国固有 の簿記法 の研究 として,島 根県 ・出雲地方 で 「たた ら吹 き製

鋼場」 を経営 していた田部家 の帳合 法を実証的 に研究 した 「出雲 帳合 の性質」

(國民經濟 雑誌,1936年)な ど,多 方面 にわ たる会計史 研究 の論稿 が公 表 され

ている。

40)平 井 教 授 がPacioloの 「簿 記 論 」 を邦 訳 す る に あ た り参 考 と した の は,ア メ リカ

のJohnB.GeijsbeekのAncientDouble-Entry.Bookkeeping(1914)に 収 録

され た英 語 訳 で あ っ た。 わ が 国 で も,そ の 後,同 じGeijsbeekの 英 語 訳,あ る い は,

PietroCrivelliの 英 語 訳 や,BalduinPenndorfの 独 語 訳 な ど に基 づ い た 邦 訳 書,

さ らに,中 世 イ タ リア語 に よ る原 典 か らの 直 接 的 な邦 訳 書 が 出 版 され る こ と にな るが,

平 井 教 授 の 「『ば ち お り簿 記 書 」 研 究」 こそ は ま さ に そ の 嚆 矢 に あ た る も の で あ り,

わが 国 に お け るPacioloの 「簿 記 論 」研 究 の 先 覚 者 で あ った。 ま た,こ の 平 井 教 授

の邦 訳 に拠 っ た 中国 語 訳 も出版 さ れ て い る とい わ れ る(小 島(1973),33-36頁)。

な お,神 戸 大 学 附属 図 書 館(人 文 ・社 会 科 学 系 図 書 館)に は,平 井 教 授 が 入 手 さ れ

たPacioloの 『ス ンマ』(初 版 本)が 所 蔵 され て い る。
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では,平 井教授の会計史研究は,教 授の会計学研究,ひ いては 「平井経営学」

の中でどのように位置づけられるのであろうか。山下勝治教授によれば,平 井

教授の会計学研究の構想 は,端 的には,教 授の論稿 「經營形態と會計形態」の

結びの言葉によく示されていると指摘される41。すなわち,「 … 會計なる

ものは,經 營の本質に伴ひ,其 必要に因 り生 じたるものである。 … 會計な

るものは,經 營内に於ける價値の數量的判斷を任務 とし,經 營經濟に於ける價

値關係を把握するものであって,其 本質に於ては經營なるもの,即 ち,經 濟其

のもの 丶計數的思考の具現である。従って經營經濟 自體が,其 經濟意識の相異

に依つて,又 其技術的形態,或 は業務の營み,又 は成果の帰屬 に關する秩序の

相異に依つて,種 々なる形態を採 ると共に,之 に照應する會計上の思考,形 式

技術の異れる形態を生ずべきものである。 … 原始の經濟には,原 始の會計

が行われる。資本主義の經濟には,之 に照應する會計形態が生れて來る。 …

會計形態は此各々に應 じて選ばるべきである。 … ものには推移があり,變

遷がある。其内に進歩 もあり,人 類文化の向上 もある。然 しながら,も の夫々

には,其 存立の理由と存在の價値 とを持っ。其處には絶對的なる良否と云ふも

のはない。相對的なる適不適の問題が存在するのみである。我々は,會 計形態

の推移發展の歴史の内に,會 計なるものを見通す と共に,現 實の社會に於て存

する會計なるもの1本 質を,又 考へ抜 くことを忘れてはな らぬと思ふのであ

る。」42と記されていることに尽きるであろう。

このように,平 井教授の会計学研究には,終 始一貫 して,産 業組織の推移,

あるいは,経 営形態の発展に梓 う会計思想の発展という基本的構想が貫かれて

おり,経 営形態の変遷に照応 してみられる会計形態の諸相を究明しようとする

こと,そ して,会 計史の研究は,そ のような考察態度の由来 とその実証を史実

に基づいて具体的に裏付け,経 営形態の発展 に照応 してみ られる会計形態の相

41)山 下(1960),39-40頁 。

42)平 井(1935),489-490頁 。
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違 を理論づ けるための もので あ った43。

皿.4.林 健二(1899年4月7日 ～1950年11月21日)

兵庫県出身。神戸高等商業学校を経て,1924年3月 に東京商科大学 を卒業。

約8か 月間の会計事務所勤務の後,1925年 に母校神戸高等商業学校の教壇 に

立っ。1928年 か ら約2か 年間欧米 に留学。 帰国後,神 戸商業大学助教授,

1934年 に同大学教授 となる。1944年10月 に神戸経済大学へ と改称 されるに伴

い同大学教授 となるが,1950年11月 に教授在職中のまま急逝(享 年51歳)44 。

1950年 に 「損益計算論」により,神 戸大学神戸経済大学か ら商学博士 の学

位を授与される。経済安定本部企業会計基準審議会委員,公 認会計士特別試験

委員,日 本計理士会顧問 として,わ が国の企業会計制度や監査制度の確立に尽

力 し,多 大な貢献をされた。

林教授の著作には,『標準商業簿記(上 ・下)』(精 華房,1933年),『 損益計算』

(東洋出版社,1934年),『 企業金融論』(千 倉書房,1936年),『 新制 會計學』

(晃文社,1940年),「 損益計算論』(千 倉書房,1949年),『 原價計算論』(千 倉

書房,1951年)な どがある。 しかし,教 授の多方面にわたる著作のうち,も っ

とも主要な著作を挙げるとすれば,や はり学位論文 となった 『損益計算論』で

あろう45。

林教授が会計学を研究 した当時のわが国では,英 米の会計学が主流であった

が,そ の中にあ って,教 授は,ド イ ツのEugenSchmalenbachやErnst

43)な お,平 井教授の会計学研究に対する基本的構想等の紹介と解説 は,先 に掲 げた

山下教授の論稿(山 下(1960))に 尽 きると考えられるので,詳 細にっいてはそちら

を参照されたい。

44)な お,林 教授の人柄について言及されたものは少ないが,『 イ ンタビュー 日本に

おける会計学の発展』に収録されている近澤弘治教授のインタビ3の 中にその一端

がうかがえるので参照されたい(田 中(編 集代表)(1990),511-512頁)。

45)た だ し,林 教授の 『損益計算論」にみられる理論的構想 と骨格 は,こ れに先行 し

て1934年 に刊行されている 『損益計算』(東 洋出版社)に 既に見出す ζとができるの

で,併 せて参照 されたい。
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Walbな ど,い わゆるケルン学派の研究に積極的に取 り組み,か かる観点から,

従来の会計学の書物が貸借対照表の枠組みにしたがって体系化されることを常

とす る中で,損 益計算の意義を強 く打ち出すことにより,会 計学の体系を再編

し,わ が国における会計学の発展に大きく寄与 された。

すなわち,『損益計算論』の 「序」において,「 … 生産經濟體の會計制度

に於ては,予 算統制の部面,標 準原價計算の部面,經 濟分析比較の部面など,

會計によつて,經 營活動を統制する分野の發展することが待望されるのではあ

るが,む しろ,そ れに先ん じて,正 しい資本計算,正 しい損益計算の實行され

ることが急務である。 … 抑々損益計算は經濟的價値判断の計算であって,

それが正確 と確實 とを もって行ひうる場合には,單 なる推量による判斷を退け

て,こ の計算を行ふことが有効な手續であるのみならず,複 雑な判斷のもとに

活動する生産經濟體にあつては,必 須のことと云はねばならない。 さうして生

産經濟體が如何に經濟的に活動 したか,そ の結果はどうであったかを正 しく測

定することは,こ の計算を資料 として經濟生活を向上せしめることか らみて,

生産經濟體自身にとっても,亦 經濟社會全體にとっても,誠 に重大なる關心事

である。」46と指摘されているように,林 教授 は,損 益計算 を全面的に押 し出

し,か かる視角か ら会計学 の諸問題を解明 しようとされているのである。

特に本書の第4章 か ら第6章 では収益 ・費用の期間限定が取 り上げられ,対

応関係を基礎として費用 ・収益の認識 と期間配分にかかわる問題が論 じられて

いる。 また,第7章 から第11章 では収益 ・費用の評価が取 り上げ られ,資 本

維持の原則か ら,販 売財 ・設備財 ・その他 に分けて収益 ・費用の測定にかかる

問題が考察されている。 さらに,第12章 か ら第14章 で は損益計算の形式が取

り上げられ,直 接的計算法 と間接的計算法に分けて,表 示形式その他の問題に

ついて言及されている。そこでは損益計算論 に関する包括的論述が試みられ,

46)林(1949),序,1頁 。
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損益の認識 測定,配 分,そ して,表 示にかかわる諸問題が全体としての連関

を念頭に置きながら考究されているのであり,当 時としてきわめて画期的な業

績であったと考えられる。

なお,先 に掲げた林教授の著作中に,教 授が急逝されてか ら刊行された 『原

價計算論』が含まれている。教授が,学 位論文に結実する損益計算論の研究と

並んで,む しろそれ以上に専念研究されたのは原価計算論の領域であった。先

に言及 した[資 料3]に 示されるように,神 戸高等商業学校が神戸商業大学 に

改組されて以来,林 教授は,永 らく 「原價會計」の講義を担 当してお り,「 會

計學」を担当するようになるのは原口亮平教授退官後のことであった。 また,

同じく 〔資料5コ に示 されるように,神 戸商業大学か ら神戸経済大学 に改称 さ

れてからも,林 教授の担当学科 目には 「會計學」とともに 「原價計算論」が掲

げられていた。教授は,原 価計算論に関する当時の研究課題のほとんどについ

て精緻な思考に基づいた論文を多数公表されている。ただし,残 念なことに,

教授の在世中には原価計算論に関する著書が公刊されることはなく,そ の研究

の一部が遺稿集という形で 『原價計算論』 としてまとめられたにすぎない47。

IV.結 びに代 えて

以上,神 戸大学大学院経営学研究科(神 戸大学経営学部)の 前身校,つ まり,

神戸高等商業学校,神 戸商業大学,神 戸経済大学における会計学の教育 と研究

47)な お,林 教授は,本 文中に掲げた著作のうちに 『企業金融論』 が含め られている

ように,経 営財務論についても研究されており,実 際に講義も担当されている(入 手

できた 『神戸商業大學概要』や 『神戸商業大學講義要綱』からみる限 り,林 教授は,

「簿記」や 「會計學」,「原價會計」という会計学関係の学科目を担当され る一方で,

少な くとも1931年 度か ら1938年 度 にかけて,「經營財務論」の講義を担当されている)。

林教授の 『企業金融論』では,在 来的な資本調達の問題を取り上げられるだけでな

く,資 本運用の問題にまで研究が深化されており,ア メリカ的な思考の他に,ド イツ

的な思考も導入されて,独 特の緻密な学風から経営財務論の諸問題が考察されている。

本書もまた,当 該分野における新 しい研究方向を示す先駆的著作 として評価される。
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の発展の流れにっいて概観 した。

神戸高等商業学校が官立第二番 目の高等商業教育機関 として開設 された当初

は,会 計学関係の学科 目は 「簿記」のみであり,し かも,そ の講義内容は,明

治期における複式簿記(e洋 式簿記)導 入の主たる動機の一っが近代的な銀行

制度の確立とそこにおける会計組織の整備 ということにあったがゆえに,銀 行

簿記にかな りの比重が置かれていた。 しか し,明 治末から大正初頭にかけて,

アメリカ会計学導入の影響を受けて,「會計學」なるものが解決 を要す る学科

目として学界の論議に上がって くるとき,そ れを反映 して 「會計學」(ま たは

「計理學」)が 開設される。その過程で,記 帳技術の解説を主体 とした 「簿記」

は,広 い意味での 「會計學」の知識体系に組み込まれるとともに,簿 記の原理

的研究を担 う 「簿記原理」が新たに開講 される。同時に,「原價會計」(ま たは

「原價計算」)や 「會計監査」(ま たは 「監査論」)と いった新 しい学科目が 「會

計學」から分化され るに伴い,こ れらの学科目が,旧 制三商大,あ るいは,戦

後の新制大学(経 営学部,商 学部,経 済学部等)に おいても,会 計学関係のコ

ア科 目的存在として継承 されるのである。

なお,先 に言及 した[資 料5]か らも示 されるように,神 戸経済大学の時代

に,会 計学関係の学科 目を担当 した教官の中に,学 部,第 二学部,附 属経営学

専門部の所属は別にして,1949年5月 の新制神戸大学発足時にその中核的学

部の一つとしてわが国最初の 「経営学部」が創設されるとき,同 学部における

会計学の教育と研究を担 うことになる山下勝治教授,丹 波康太郎教授,久 保田

音二郎教授,戸 田義郎教授などの名前を見出すことができる。 しかし,こ れら

の方々の略歴と業績の概要 については,主 たる活躍の時期が 「経営学部」創設

以後にあると考えられるので,前 身校における会計学の教育と研究の系譜を概

観することを目的とした本稿では取 り上げず,新 制大学発足後の神戸大学大学

院経営学研究科(神 戸大学経営学部)に 蓄けるそれを概観するときに改めて論

じることにして,ひ とまず本稿を閉 じることにしたい。(1999,7,11)
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